
日
曜
日

S
u
n
d
ay
月
曜
日

M
o
n
d
ay
火
曜
日

T
u
es
d
ay
水
曜
日

W
ed
n
es
d
ay
木
曜
日

T
h
u
rs
d
ay
金
曜
日

F
rid
ay
土
曜
日

S
at
u
rd
ay

皐
月

2
0
1
0

5
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー

４
月
の
納
税
な
ど

納
期
限
：
４
月
3
0
日
(金
)

国
民
健
康
保
険
税
(普
通
徴
収
)

国
民
健
康
保
険
税
(特
別
徴
収
)

国
民
年
金
保
険
料

１
期

１
期

３
月
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料

１
期

１
期

92

103

114

125

136

147

15

17
18

19
20

21
22

24
25

26
27

28
298

30
1

16 23 30
31

先
勝

友
引

29 赤
口

昭
和
の
日

28 大
安

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

ふ
れ
あ
い
総
合
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）

憲
法
記
念
日
法
律
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
）要
予
約

社
会
福
祉
協
議
会

1
○22
1
9
9
0

法
律
相
談

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
相
談
室

（
1
3
:3
0
～
1
6
:0
0
）要
予
約

社
会
福
祉
協
議
会

1
○22
1
9
9
0

年
金
相
談

市
役
所
市
民
相
談
室

（
9:
30
～
12
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13
:0
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16
:0
0）

年
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相
談

市
役
所
市
民
相
談
室

（
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30
～
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:0
0、
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ふ
れ
あ
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総
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保
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福
祉
セ
ン
タ
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（
1
3
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老
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温
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大
蛇
ま
つ
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老
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泉
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(1
1
:0
0
)

老
神
温
泉
大
蛇
ま
つ
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老
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泉
内
(1
1
:0
0
)

山
吹
の
風

老
神
温
泉
内
(1
0
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0
)(
～
5
日
)

｢新
宿
の
森
　
沼
田
｣

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

白
沢
町
高
平
(1
1
:1
5
)

春
の
市
内
一
斉
清
掃

春
の
道
路
愛
護
運
動

市
内
(6
:0
0
)

利
根
沼
田
勤
労
者

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

運
動
公
園
(8
:3
0
)

市
民
ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

沼
田
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

(8
:3
0
)

友
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先
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赤
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大
安

仏
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先
負

先
負

大
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赤
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先
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滅

友
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先
勝

赤
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大
安

仏
滅

大
安

仏
滅

先
負

友
引

先
勝

赤
口

赤
口

大
安

仏
滅

先
負

友
引

先
勝

友
引

先
負

地
域
連
携
　
夜
間
小
児
救
急
診
療
室

診
療
日

毎
週
火
曜
日
･木
曜
日
(祝
日
を
除
く
)

診
療
時
間

1
9
:0
0
～
2
2
:0
0

場
所

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
沼
田
病
院

１
階
内
科
外
来
　

1
○23
２
１
８
１

休
日
急
患
診
療
所
(内
科
・
小
児
科
)

診
療
日

日
曜
日
、祝
日

診
療
時
間

1
0
:0
0
～
1
6
:0
0

場
所

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
2
1
・
６
階
　
1
○24
１
１
９
９

※
駐
車
場
は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
2
1
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

人
の
う
ご
き

平
成
22
年
２
月
28
日
現
在
(住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
)

（
）
内
は
前
月
比

人
口
：
53
,3
91
人
(－
25
人
)
男
：
25
,8
89
人
(－
16
人
)

女
：
27
,5
02
人
(－
9人
)
世
帯
：
20
,0
50
(－
12
)

「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
3
7
8
- 8
5
0
1
群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
7
8
0

1
０
２
７
８
○23
２
１
１
１
　

5
０
２
７
８
○24
５
１
７
９
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

こ
ど
も
の
日

み
ど
り
の
日

憲
法
記
念
日

そ
う
だ
ん

と
き
／
と
こ
ろ

家
庭
児
童
相
談

月
～
金
曜
日
(祝
日
を
除
く
)9
:0
0
～
1
7
:0
0
／
東
原
庁
舎
１
階
家
庭
児
童
相
談
室

就
業
援
助
相
談

毎
週
火
曜
日
1
0
:0
0
～
1
2
:0
0
、
1
3
:0
0
～
1
5
:0
0
／
市
役
所
市
民
相
談
室

生
涯
学
習
相
談

毎
週
火
曜
日
9
:0
0
～
1
6
:0
0
／
中
央
公
民
館
学
習
相
談
室

青
少
年
相
談

月
～
金
曜
日
(祝
日
を
除
く
)8
:3
0
～
1
7
:0
0
／
青
少
年
育
成
相
談
セ
ン
タ
ー
1
○23
５
４
１
１

メ
ー
ル
相
談
：
so
u
d
an
-c
en
te
r＠
n
-n
u
m
at
a-
b
o
e.
g
sn
.e
d
.j
p

沼
田
市
携
帯
サ
イ
ト

右
の
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

森林文化都市沼田

Numata City Public Relations

http ://www.city.numata.gunma.jp/

今月の主な内容
■沼田市・新宿区地球環境保全協定■２－３

■市長選・市議補選、区長紹介、税務課から■４－５

■新年度予算■６－７

■福祉医療制度、健康診査・各種検診■８－９

子どもたちへの贈り物

合併５周年を記念したイベントで
行われた、本市出身の歌手、つのだ
りょうこさんのミニコンサート。こ
れからの未来を担う子どもたちへの
贈り物として、澄み切ったすてきな
歌声が披露され、最後には参加者全
員で、｢沼田の歌｣を合唱しました。

３月21日　合併５周年記念イベント「未来を担う子どもたちとともに」（利根沼田文化会館）



本
市
は
、
地
域
間
の
連
携
や
都
市

と
の
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
住
む
人

に
と
っ
て
も
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て

も
居
心
地
の
良
い
、
人
間
性
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
は
、
本
市
の
振
興
発
展
を
支
え
る

か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
す
。

現
在
、
国
を
挙
げ
て
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
に
取
り
組
む
こ
と
が
最
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
面
積

の
約
８
割
を
山
林
が
占
め
る
本
市
は
、

森
林
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
で
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
、
地
球
環
境
を
保

全
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
回
の
協
定
は
、
都
市
間
交
流
を

進
め
て
い
る
新
宿
区
と
連
携
し
、
都

市
部
と
中
山
間
地
域
の
環
境
の
違
い
、

資
源
の
違
い
を
補
完
し
合
い
、
森
林

の
吸
収
量
を
高
め
、
新
宿
区
内
の
二

酸
化
炭
素
排
出
量
か
ら
相
殺
す
る
カ

ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
構

築
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
、
市
内
に
新

設
す
る「
新
宿
の
森
　
沼
田
」を
活
用

し
た
植
林
や
下
草
刈
り
な
ど
の
自
然

体
験
学
習
を
実
施
し
な
が
ら
、
住
民

相
互
に
よ
る
交
流
の
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

沼田市・新宿区地球環境保全協定
本市と新宿区は、３月６日(土)保健福祉センターで｢地球環境保全協定調印式｣を行い、星野已喜雄市長と中山弘子区

長が協定書に署名しました。新宿区との交流事業を進める中で、相互に連携し、植林などの森林整備を行い、二酸化炭
素の吸収を高め、新宿区内の排出量を相殺するカーボンオフセットを実施します。

平
成
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１
月

新
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テ
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マ
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ソ
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７
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３
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オ
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・
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施
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８
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９
・
10
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新
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青
年
教
室
宿
泊

体
験
学
習
を
本
市
で
実
施

10
月

大
新
宿
区
ま
つ
り
に
参
加

12
月

新
宿
区
と
劇
団
わ
ら
び
座
共

同
制
作「
火
の
鳥
」を
本
市
で
公
演
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成
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１
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新
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テ
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ハ
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マ
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ソ
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に
参
加
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環
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本
事
業
を
通
し
て
、
お
互
い
の
特

性
を
生
か
し
、
ま
た
、
補
完
し
合
い

な
が
ら
、
地
球
規
模
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
環
境
問
題
に
貢
献
が
で
き
る

こ
と
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
植
林
な
ど
の
森
づ
く
り
を

通
し
て
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
健
全
に
育
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
印
式
に
た
ど
り
着
く
ま

で
に
、
３
年
ほ
ど
の
月
日
が
か
か
り

ま
し
た
。

白
沢
の
地
で
、
高
平
公
益
社
の
皆

さ
ん
が
伝
統
的
に
環
境
保
全
の
た
め

の
森
林
整
備
を
行
っ
て
き
た
場
所
を

適
地
と
し
て
、
今
回
、
植
林
地
に
指

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
酸
化
炭
素
削
減
に
対
す
る
自
治

体
間
の
取
り
組
み
は
、
県
内
で
は
初

め
て
の
試
み
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
ま
す
。

本
市
は
、
中
山
間
地
域
の
典
型
的

な
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
場
所
で
、
こ

の
大
自
然
を
大
い
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
と
な

っ
て
き
ま
す
。

今
回
の
調
印
式
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
歓
迎
し
、
心
か
ら
喜
ん
で
い
る

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

新
宿
区
は
、
区
内
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
削
減
に
向
け
て
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
取
り
組
み
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
量
の
増

加
を
図
り
、
区
内
の
二
酸
化
炭
素
排

出
量
と
相
殺
す
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ

ッ
ト
の
取
り
組
み
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
地
球
環
境
保
全
協
定
の
中
で

は
、
森
林
保
全
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

削
減
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
区
民

や
事
業
者
が
沼
田
市
を
訪
問
し
て
の

自
然
体
験
学
習
も
事
業
の
大
き
な
柱

と
し
て
い
ま
す
。

沼
田
市
と
新
宿
区
が
地
球
環
境
保

全
の
た
め
に
連
携
し
て
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
努
め
、
新
宿
の
森
に
お
け

る
環
境
学
習
事
業
を
通
じ
て
、
住
民

相
互
の
交
流
を
深
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
互
い
の
強
み
を
生
か
し
た
地
域

活
性
化
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
協
定
を

本
日
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
双
方
の
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
や
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

沼
田
市
の
自
然
の
中
で
、
環
境
学
習

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
５
月

高
平
公
益
社
の
所

有
地
を
植
林
候
補
地
と
し
て
提
案

９
月

新
宿
区
役
所
担
当
部
署
現
地

調
査

平
成
21
年
２
月

中
山
区
長
が
、
新

宿
区
平
成
21
年
度
予
算
で「
新
宿

の
森
」に
植
林
活
動
を
行
う
こ
と

を
表
明

５
月

新
宿
区
役
所
担
当
部
署
現
地

調
査

９
月

新
宿
区
環
境
審
議
会
　
植
林

候
補
地
説
明

12
月

中
山
区
長
・
区
担
当
者
現
地

調
査

平
成
22
年
３
月

新
宿
区
と
本
市
と

の
基
本
協
定
締
結

５
月

実
施
協
定
の
締
結
、
植
林
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
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み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

新
宿
区
と
の
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の

取
り
組
み

沼田市・新宿区地球環境保全協定

沼田市長　星野已喜雄

互
い
の
特
性
を
生
か
し
、
環
境
問
題
に

貢
献
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

新宿区長　中山弘子

沼
田
市
の
自
然
の
中
で
、
環
境
学
習
を
通
じ
て

交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
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投
票
所

市
内
35
カ
所

時
間

午
前
７
時
〜
午
後
７
時(

平

川
集
落
セ
ン
タ
ー
と
根
利
集
会
所

は
午
後
６
時
ま
で)

※
平
川
地
区
は
、
投
票
所
が
平
川
集

落
セ
ン
タ
ー
に
変
更
に
な
り
ま
す

今
回
の
選
挙
に
投
票
で
き
る
人
は
、

平
成
２
年
４
月
26
日
以
前
に
生
ま

れ
、
今
年
の
１
月
17
日
以
前
か
ら

本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
引
き
続
き

記
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
で
す
。

４
月
１
日
以
降
に
転
居
の
届
け
出

を
し
た
人
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
転
出

し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

体
が
不
自
由
で
字
を
書
く
こ
と
が

で
き
な
い
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
投

票
所
の
係
員
が
代
わ
っ
て
記
載
し
投

票
で
き
ま
す
。目
の
不
自
由
な
人
は
、

点
字
で
投
票
で
き
ま
す
。

世
帯
ご
と
に
投
票
所
入
場
券
を
郵

送
し
ま
す
。
入
場
券
が
届
か
な
い
と

き
や
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
本
人
確

認
が
で
き
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
日
に
投
票
に
行
け
な
い
場
合

は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
入

場
券
を
持
参
し
、
近
く
の
期
日
前
投

票
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所

市
役
所
市
民
ホ
ー

ル
／
白
沢
町
振
興
局
ロ
ビ
ー
／
利

根
町
振
興
局
ロ
ビ
ー

期
間

４
月
19
日(

月)

〜
24
日(

土)

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

○
他
の
市
町
村
に
滞
在
し
て
い
る
人

投
票
す
る
資
格
が
あ
っ
て
他
の
市

町
村
に
滞
在
中
の
人
は
、
滞
在
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
を
通
じ
て
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。
事
務
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
指
定
施
設
で
の
不
在
者
投
票

県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
し
た

施
設(

市
内
で
は
、
沼
田
病
院
・
利

根
中
央
病
院
・
内
田
病
院
・
沼
田
脳

神
経
外
科
循
環
器
科
病
院
・
大
誠
苑

・
恵
寿
の
園
・
と
ね
・
愛
宕
老
人
ホ

ー
ム
・
花
の
苑
・
沼
田
警
察
署)
に

入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
要
件

を
満
た
せ
ば
施
設
内
で
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。

○
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

体
が
不
自
由
で
投
票
所
に
行
け
な

い
人
の
う
ち
、
次
の
①
か
ら
③
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
自
書
で
き
る
人

に
限
り
、「
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投

票
」が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
の
利

用
に
は
、
事
前
に
市
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」の
交

付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳

両
下
肢
・
体

幹
・
移
動
機
能
の
障
害
が
１
級
ま

た
は
２
級
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼

吸
器
・
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
・
小
腸

の
害
が
１
級
ま
た
は
３
級
、
肝

臓
・
免
疫
の
障
害
の
程
度
が
１
級

か
ら
３
級
ま
で
と
記
載
の
あ
る
人

②
戦
傷
病
者
手
帳

両
下
肢
・
体
幹

の
障
害
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
肝
臓

の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら

第
３
項
症
ま
で
と
記
載
の
あ
る
人

③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証

要
介

護
状
態
区
分
に
要
介
護
５
と
記
載

の
あ
る
人

「
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

が
で
き
る
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

に
上
肢
ま
た
は
視
覚
障
害
の
程
度
が

一
級
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、
戦
傷

病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

症
ま
で
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
は
、

あ
ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
に
届

け
出
を
し
た
人
に
よ
る
代
理
記
載
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
投
票
す
る

に
は
、
４
月
21
日(

水)

ま
で
に
選
挙

管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
な
ど
を
請

求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

選
挙
公
報
は
、
４
月
22
日(

木)

の

朝
刊
に
折
り
込
ん
で
各
世
帯
に
配
布

す
る
予
定
で
す
。
新
聞
未
購
読
の
人

に
は
、
各
町
区
長
宅
や
下
川
田
町
お

よ
び
南
郷
地
区
委
員
宅
、
市
役
所
や

振
興
局
な
ど
の
市
関
係
施
設
、
沼
田

郵
便
局
、
沼
田
駅
な
ど
に
備
え
置
き

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
希
望
者

に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
選
挙
管
理

委
員
会
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

開
票
は
、
投
票
日
の
午
後
８
時
30
分

か
ら
沼
田
小
学
校
屋
内
運
動
場
で
行

い
ま
す
。
投
票
お
よ
び
開
票
結
果
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

と
き

４
月
18
日(

日)

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

市
役
所
北
庁
舎
３
階
第
３

会
議
室

詳
し
い
こ
と
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
1
内
線
３
２
１
７
へ
。

４月25日(日)は、市長選挙と
市議会議員補欠選挙の投票日
任期満了に伴う市長選挙と欠員による市議会議員補欠選挙が、４月18日(日)告示、25日(日)投票の日程で行われます。
この選挙は、わたしたちの暮らしに最も身近で今後の市政を担う人を選ぶ大切な選挙です。忘れずに投票しましょう。

●
投
票
所
と
投
票
時
間

●
期
日
前
投
票

●
不
在
者
投
票

●
選
挙
公
報

●
立
候
補
届
出
受
付

●
開
票

●
投
票
で
き
る
人

●
代
理
投
票
と
点
字
投
票

●
投
票
所
入
場
券

税
金
は
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し

に
と
っ
て
、
大
変
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。
住
民
福
祉
向
上
の
た

め
の
事
業
充
実
や
施
設
整
備
、
子
ど

も
の
教
育
な
ど
に
必
要
な
大
切
な
市

民
共
有
の
財
産
で
す
。
税
金
は
納
期

限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
市
税
の
納
付
方
法

郵
便
局
や
市
内
に
本
支
店
が
あ
る

金
融
機
関
、
ま
た
、
全
国
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
納
税
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
は
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

■
注
意

納
付
の
際
に
は
、
納
税
通
知
書
の

期
別
を
よ
く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
期
分
を
納
め
る
つ
も
り
で
２
期

分
を
納
め
る
と
１
期
分
が
未
納
と

な
り
督
促
状
な
ど
が
発
送
さ
れ
ま

す
。
納
付
後
の
期
別
の
変
更
は
法

律
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

■
市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
で

納
期
限
を
忘
れ
て
い
て
も
、
自
動

的
に
納
付
が
で
き
て
安
心
で
す
。
通

帳
と
通
帳
届
け
出
印
を
用
意
し
て
、

市
内
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
郵
便
局

で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
休
日
納
税
相
談
窓
口
の
開
設

平
日
は
、
仕
事
な
ど
の
都
合
で
納

税
が
難
し
い
人
や
税
金
の
納
付
に
関

す
る
相
談
は
、
月
一
回
、
日
曜
日
に

開
設
す
る
休
日
納
税
相
談
窓
口
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

業
務
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
市
税
な
ど
の
納
付

市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自

動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

納
付(

介
護
保
険
料
、
水
道
使
用
料
、

下
水
道
使
用
料
は
、
納
付
書
持
参
の

人
の
み)

。

○
納
税
相
談

災
害
や
失
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
、
納
期
ご
と
の
納
付
が

困
難
な
人
に
は
、
納
税
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

「
納
付
書
を
し
ま
い
忘
れ
て
い
た
」、

「
口
座
振
替
に
し
て
い
た
が
残
高
不

足
で
振
り
替
え
で
き
ず
未
納
に
な
っ

て
い
た
」な
ど
の
話
を
聞
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
市
税
を
滞
納
す
る
と

税
の
公
正
・
公
平
を
確
保
す
る
た

め
に
、
滞
納
処
分
の
執
行
は
、
法
律

に
従
い
厳
し
い
対
応
を
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
債
権(

給
料
、
年
金
、

売
掛
金
な
ど)

、
不
動
産(

土
地
、
家

屋)

、
動
産
、
自
動
車
な
ど
の
財
産

の
差
し
押
さ
え
を
執
行
す
る
予
定
で

す
。
早
め
に
納
付
、
ま
た
は
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

5 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
務
課
納
税
係
1
内
線
３
１
４
２

税
務
課
徴
収
対
策
室
1
内
線
３
１
４
０

新年度の

区長さんを紹介
東倉内町　宮�　　久
西倉内町　水石　清治
柳　　町　清水　功一
高橋場町　　桐　佳之
材 木 町　　原　克之
桜　　町　下荒磯松美
上 原 町　武井　英男
東原新町　宮田喜美雄
西原新町　田中　　博
上 之 町　須田　章夫
馬 喰 町　山田　元幸
中　　町　林　亜由美
坊新田町　小林國三郎
下 之 町　小林　正治
鍛 冶 町　池田　安次
榛 名 町　金子　芳�
清 水 町　藤井　國雄
薄 根 町　宮澤　要治

戸鹿野町　小池　正夫
新　　町　星野　芳寿
沼 須 町　阿左見達昭
上沼須町　武井敬之輔
下久屋町　永井　義則
上久屋町　竹之内伸一
久屋原町　小林　　敏
横 塚 町　鈴木　文雄
栄　　町　野澤　誠一

佐山町北部 �山　善市
佐山町南部 田村美代次
上発知町北部 田村　昭吉
上発知町中部 木村　修平
上発知町南部 木内善一郎
中発知町 田中　勝行
発知新田町 笹川　一良
下発知町 落合　久義
岡 谷 町　佐藤　　肇
奈 良 町　大河原　彰
秋 塚 町　齋藤　克敏

下沼田町　村山　博明
白 岩 町　羽鳥　知容

硯 田 町　片野　彦一
恩 田 町　坂本　敬彦
井土上町上 晴智　保典
井土上町下 水野喜大朗
宇楚井町　中村　梅雄
原　　町　須田　幸男
堀 廻 町　勝見　　守
大 釜 町　田村　孝二
善桂寺町　小見　　隆
石墨町東部 七五三木幾夫
石墨町西部 永山　　博
戸 神 町　滝　　四郎
町田町東部 桑原　俊仁
町田町西部 高橋　利夫

上川田町　宮下　　茂
下川田町　荻野　公良
篠 尾 町　小林　敏行
屋形原町　三枝　賢一
岩 本 町　金子　　滿
岩本町上野 生方　五郎
今 井 町　千喜良光政

高　　平　小野万亀夫
生　　枝　萩原　和男
岩　　室　　井　清二
尾　　合　桑原　周作
平　　出　新井　茂雄
上古語父　金井　洋一
下古語父　　田　義孝

追　　貝　�橋　光政
平　　川　　原　克夫
大　　楊　金子　武義
高 戸 谷　金子美代次
老　　神　小尾政太郎
大　　原　青木　直和
園　　原　新井　淳一
穴　　原　小林新太郎
根　　利　小菅　一邦
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輪　　組　藤井　静夫
多　　那　藤林　勇一
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(行政区順・敬称略)

沼田地区(18人)

利南地区(９人)

川田地区(７人)

白沢町(７人)

利根町(13人)
池田地区(11人)

薄根地区(16人)

総務課行政係1内線３２１３

月 日
４月18日(日)
５月16日(日)
６月13日(日)
７月11日(日)
８月22日(日)
９月12日(日)
10月17日(日)
11月14日(日)
12月12日(日)
１月16日(日)
２月20日(日)
３月13日(日)

休日窓口日程表



予
算
総
額
は
３
３
８
億
８
０
０
万

円
で
、
今
年
度
創
設
の
子
ど
も
手
当

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
生
活
に
直
結

す
る
事
業
に
重
点
を
置
い
て
編
成
し

て
い
ま
す
。

合
併
し
て
６
年
目
を
迎
え
、「
水
と

緑
の
大
地
　
田
園
空
間
都
市
」を
将

来
像
と
す
る
第
五
次
総
合
計
画
の
第

４
年
次
に
当
た
り
、
住
民
福
祉
や
地

域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
世
界
経
済
が
同

時
不
況
下
に
あ
り
、
景
気
も
依
然
と

し
て
停
滞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
の
税
収
に
も
伸
び
が
期
待
で
き
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
度
の
予
算
は
総
体

的
に
さ
ら
な
る
ス
リ
ム
化
を
図
り
、

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を
進
め
、

「
環
境
・
共
生
」、「
交
流
・
地
域
振

興
」、「
子
育
て
・
教
育
」、「
健
康
・
福

祉
」お
よ
び「
安
全
・
安
心
」の
５
つ

の
柱
を
立
て
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
事
業
に
重
点
を
置
い
て
取
り
組

み
、
地
域
主
権
推
進
に
向
か
っ
て
活

発
な
協
働
作
業
を
進
め
、
創
造
性
豊

か
な
明
る
く
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

10
月
に
は
、「
樹
の
息
吹
　
育
て
て

つ
な
ぐ
　
地ほ

球し

の
未
来
」を
テ
ー
マ

に
、
県
立
森
林
公
園「
21
世
紀
の
森
」

で「
第
34
回
全
国
育
樹
祭
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
全
国
育
樹
祭
は
、
地

域
振
興
や
環
境
政
策
の
充
実
を
推
進

し
て
い
く
も
の
で
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
全
庁
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
財
政
課
財
政
係

1
内
線
３
２
６
２
へ
。

広報ぬまた 平成22年４月１日
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平
成
22
年
度
の
予
算
が
先
月
開
催
さ
れ
た
市
議
会
第
一
回
定
例
会
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

平成22年度予算概要総括表 (単位：百万円、％)

会　計　区　分
一般会計
特別会計

水道事業会計
合計

20,316
12,965
6,558

9
509

3,650
354

1,725
160
527

33,808

19,775
13,450
6,667
31
517

3,547
362

2,041
285
565

33,790

541
△485
△109
△22
△8
103
△8

△316
△125
△38
18

2.7
△3.6
△1.6
△70.1
△1.4
2.9
△2.1
△15.5
△44.0
△6.8
0.1

国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
簡易水道事業特別会計
下水道事業特別会計
農業集落排水事業特別会計

本年度予算額 前年度当初予算額 比較増減額 比較増減率

予算書は、1,250円で販売しています。財政課財政係にお問い合わせください。

予
算
総
額
は
３
３
８
億
８
０
０
万
円

一般会計

7 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

◎環境・共生

住宅用太陽光発電普及事業‥‥‥‥‥‥‥‥613万円
望郷ライントイレ設置事業‥‥‥‥‥‥‥‥670万円
全国育樹祭事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3,150万円
公共施設省エネ・グリーン化推進事業‥‥1,188万円

◎交流・地域振興

都市間交流推進事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥782万円
地域活性化支援事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥500万円
観光宣伝事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,225万円
Ｂ級グルメ研究事業 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥51万円

◎安心と安全

行政情報発信事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥123万円
道路補修事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6,831万円
小学校耐震診断・耐震補強事業‥‥‥‥‥‥398万円
沼小講堂記念体育館改修事業‥‥‥‥‥‥‥982万円

◎子育て・教育

子ども手当支給事業‥‥‥‥‥‥‥‥9億6,200万円
学童クラブ運営補助事業‥‥‥‥‥‥‥‥1,034万円
小中一貫教育調査研究事業 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥5万円
図書館外壁改修事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1,709万円

◎健康・福祉

福祉医療費 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4億8,162万円
扶助費(生活保護費) ‥‥‥‥‥‥‥‥‥4億130万円
母子保健相談指導事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥3,938万円
がん検診事業‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5,407万円

５つの柱(主な事業)

地方債(借金)残高の推移

基金(貯金)残高の推移

一般会計予算で取り扱っている地方債(借金)と基
金(貯金)の残高を表しています。借金は減ってきて
いますが、やりくりする上で、急な出費などの備え
として貯金は確保していく必要があります。

※給料の目減りを補うために別の収入を探したり、交際費や修繕

費、光熱水費などの出費を抑えていかなければなりません

一般会計予算を５万分の１に縮小し、家計簿のようにまとめて

みました。

家計に例えてみました

収入(今年度入る予定のお金)
区分

給料などの月収(市税、地方交付税など)
親からの援助(国・県支出金)
借金(市債)
預貯金の取り崩し(繰入金)
合計

297,348円
60,545円
28,916円
19,512円
406,321円

73.2%
14.9%
7.1%
4.8%

100.0%

家計 構成比

支出(今年度出る予定のお金)
区分

食費(人件費)
交際費など(補助費など・投資・貸付金)
借金の返済(公債費)
光熱水費など(物件費など)
家族の医療費・学費など(扶助費)
子どもへの仕送りなど(繰出金)
自宅の増改築・修繕費(投資的経費・維持補修費)
預貯金の積立て(積立金)
合計

82,304円
23,222円
64,572円
56,693円
70,666円
44,586円
4,139円
60,139円
406,321円

20.2%
5.7%
15.9%
14.0%
17.4%
11.0%
1.0%
14.8%
100.0%

家計 構成比60
50
40
30
20
10
0

単位：億円

H16 H17 H18 H19 H20 H21
見込

H22
見込

300
250
200
150
100
50
0

単位：億円

H16 H17 H18 H19 H20 H21
見込

H22
見込

258 256 250 243
229 217 207

42
33

28 30
3434343434343434343434343434343434

37
48



福
祉
医
療
は
、
医
療
費(
保
険
診

療)

の
う
ち
、
自
己
負
担
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
費
用(

入
院
時
食
事

療
養
費
、
訪
問
看
護
、
柔
道
整
復
師
、

薬
剤
一
部
負
担
金
、
治
療
用
装
具
な

ど
の
費
用
も
含
み
ま
す)

を
市
が
負

担
す
る
制
度
で
す
。

下
表
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
人

に
は
、
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
は
、

県
内
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
と
き
、

保
険
証
と
一
緒
に
病
院
の
窓
口
に
提

示
す
る
と
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担

分
を
市
が
負
担
す
る
た
め
、
窓
口
負

担
が
な
く
な
り
ま
す
。
県
外
で
の
受

診
や
治
療
用
装
具
を
装
着
し
た
と
き

は
、
負
担
金
を
支
払
っ
て
か
ら
市
へ

請
求
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
保
係

1
内
線
３
１
３
４
、
白
沢
町
市
民
課

市
民
係
1
内
線
３
１
、
利
根
町
市
民

課
市
民
係
1
内
線
４
８
へ
。
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知
っ
て
い
ま
す
か
？

福
祉
医
療
制
度

該
当
す
る
人
は
手
続
き
を

福祉医療制度の内容と手続きに必要なもの

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
20
歳
以

上
の
学
生
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
収
入
が

一
定
額
以
下
の
学
生
は
、
申
請
し
て

承
認
を
受
け
る
こ
と
で
、
学
生
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入
に
関

係
な
く
、
学
生
本
人
の
所
得
を
基
準

と
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い

る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な
ど
で

障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

猶
予
を
受
け
た
期
間
は
年
金
を
受

け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
10
年
以

内
に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

本
市
に
住
所
が
あ
る
学
生
で
、
学

生
納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
す
る
人

は
、
市
民
課
戸
籍
年
金
係
、
ま
た
は

白
沢
町
・
利
根
町
市
民
課
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

前
年
度
、
こ
の
制
度
の
承
認
を
受

け
て
い
る
学
生
で
、
引
き
続
き
こ
の

制
度
を
受
け
た
い
人
は
、
今
年
度
も

申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
戸
籍
年

金
係
1
内
線
３
１
３
５
へ
。

平
成
21
年
度
分
の
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま

ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
減
額
に
な
っ
た
り
、
年

金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ

る
ほ
か
、
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
の
障
害
年
金
、
ま
た
は
一

家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の

遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
人
は
、
４
月
中

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
納
付
は
、
口
座
振
替
の

「
早
割
」が
お
得
で
便
利
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
年
金
事
務

所
1
０
２
７
９

１
６
０
７
へ
。

学
生
納
付
特
例
制
度

学
生
は
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

平
成
21
年
度
の
保
険
料
は
４
月
中

に
納
め
ま
し
ょ
う

種類
子ども
重度心身障害者

高齢重度障害者
(後期高齢者医療保
険に加入)

父子・母子家庭

中学校卒業の３月31日まで
身障手帳１級、または２級
障害年金(国民年金)１級
特別児童扶養手当１級
療育手帳判定Ａ・Ｂ中
障害年金１級程度での障害で年金を
受給することができない人
身障手帳１級、または２級
障害年金(国民年金)１級
療育手帳判定Ａ・Ｂ中
障害年金１級程度での障害で年金を
受給することができない人
母子および寡婦福祉法第５条第１項
に規定する配偶者のない女子で、現
に18歳未満の児童を扶養している
人およびその児童
父子家庭の父子(母子と同一要件)
18歳未満の父母のない児童

保険証、印鑑
身体障害者手帳
年金証書
証書
療育手帳
所定の診断書

身体障害者手帳
年金証書
療育手帳
所定の診断書

本市に本籍がない人は、戸籍謄本
転入者は、前住所地の課税証明書

父母のない事実を明らかにする証明

資格要件 手続きに必要なもの

※いずれの場合も保険証・印鑑が必要です。要件を満たさなくなったときは、資格を失います

9 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

健康診査

40歳から74歳の国民健康保険加入者を対象に｢特定健康

診査・特定保健指導｣、75歳以上(一定の障害がある人は65

歳以上)の人で、後期高齢者医療保険加入者を対象に｢後期

高齢者健康診査｣を実施します。

胸部(結核検診)

40歳以上の人を対象に、結核などの胸部疾患を早期に発

見するため、レントゲン検診を実施します。

肝炎ウイルス検診

国のＣ型肝炎緊急総合対策の一環として、今年度も引き

続き実施します。

各種がん検診

がんを早期に発見し、治療するために定期的に検診を受

けましょう(申し込み制)。

対象者

市の検診以外に、検診を受ける機会がない人。

各種がん検診の案内

胃・子宮・乳・大腸・前立腺がん

受診を希望する人は、下表の申込締切日までに、お申し

込みください。昨年度(子宮・乳がんは20年度)がん検診を

受診した人には、受診票を送付しますので、申し込みの必

要はありません。過去に申し込みをして、昨年度受診しな

かった人は、あらためて申し込みが必要です。昨年度の受

診方法と変更を希望する人(個別検診→集団検診、集団検診

→個別検診)は申込締切日までに連絡をお願いします。

胃がん検診については、80歳以上の人は、前年度受診し

ていても申し込みが必要です。

生活保護世帯の人は、負担金の免除を受けることができ

ます。

※前立腺がんの個別検診を希望する人は、実施医療機関

に直接お申し込みください。受診時は健康保険証を持参

してください

女性特有のがん検診推進事業

特定の年齢の女性に、子宮頸がん、乳がんに関する検診

手帳と、検診費用が無料になるがん検診無料クーポン券を

送付します。

対象者

子宮がん検診 昨年４月２日から今年４月１日までの間

に20歳、25歳、30歳、35歳、40歳になった女性

乳がん検診 昨年４月２日から今年４月１日までの間に

40歳、45歳、50歳、55歳、60歳になった女性

健康課予防係1内線７６２０６、白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健福祉係1内線４２

検診名 対象者 負担金 種別 実施期間 申込締切日
胃がん検診
問診・胃部エックス線(バリウム)

40歳以上の人
(昭和46年４月１日以前に生まれた人) 800円

集団検診
個別検診
集団検診
個別検診
集団検診
個別検診
集団検診
個別検診
集団検診
個別検診

８・９月
９～11月
７月

８～11月(※１)
７月

８～11月(※１)
９月(白沢町・利根町)

９～11月
特定健診などと併せて実施

６～10月

６月30日(水)
検査実施期間内
４月30日(金)
検査実施期間内
４月30日(金)
検査実施期間内
６月30日(水)
検査実施期間内
４月30日(金)
検査実施期間内

500円

1,000円

600円

1,000円

20歳以上で偶数年齢の女性
(平成３年４月１日以前に生まれた女性)

40歳以上で偶数年齢の女性
(昭和46年４月１日以前に生まれた女性)

40歳以上の人
(昭和46年４月１日以前に生まれた人)

50歳以上の男性
(昭和36年４月１日以前に生まれた男性)

子宮がん検診
問診・視診・頸部細胞診・内診

乳がん検診
問診･視触診･マンモグラフィ(乳房エックス線)

大腸がん検診
問診・便潜血検査

前立腺がん検診
問診・血液検査

詳しいことは、全戸配布チラシでご確認ください。

※１　女性特有のがん検診推進事業対象者は、８月～来年１月



国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
に
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
の
で
、
期
間

内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

②
35
歳
以
上

③
国
保
税
完
納
世
帯

助
成
額

検
診
費
用
の
３
分
の
２
の

金
額(

２
万
５
０
０
０
円
上
限)

人
間
ド
ッ
ク
に
は
、
特
定
健
診
の

検
査
項
目
が
含
ま
れ
ま
す
。
結
果
に

よ
っ
て
は
、
保
健
指
導
の
対
象
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
健
指
導
を

受
け
て
い
る
期
間
は
、
人
間
ド
ッ
ク

を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

対
象

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

①
県
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

②
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る

③
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
完
納

し
て
い
る

助
成
額

１
万
６
０
０
０
円

申
請
期
間

４
月
１
日(

木)

〜
10
月

29
日(

金)

申
請
に
必
要
な
物

・
印
鑑

・
国
民
健
康
保
険
証
、
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

※
現
在
74
歳
で
、
75
歳
以
降
に
受
診

予
定
の
国
保
以
外
の
人
は
、
健
康

保
険
証
な
ど
身
分
を
確
認
で
き
る

も
の

申
請
場
所

市
民
課
国
保
係
、
白
沢

町
・
利
根
町
市
民
課

申
請
時
に
交
付
さ
れ
る
助
成
決
定

通
知
書
が
ド
ッ
ク
受
診
時
に
必
要
で

す
。
必
ず
受
診
前
に
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
と
特
定
健
診
、

後
期
高
齢
者
健
診
は
、
重
複
し
て
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
助
成
は
、
年
度
内

１
回
限
り
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
民
課
国
保
係

1
内
線
３
１
３
２
、
白
沢
町
市
民
課

市
民
係
1
内
線
３
１
、
利
根
町
市
民

課
市
民
係
1
内
線
４
５
へ
。
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後期高齢者医療被保険者の人に

高額医療・高額介護合算療養費制度のご案内
同じ世帯の後期高齢者医療被保険者で、医療と介護の両方の負担額があり、下記の基準額を超える場合は、

申請によって返金されます。

「上記金額＋500円」が基準額となり、自己負担額がその額を超える場合に「自己負担額－上記の額」を支給します。

※④に該当する世帯では、介護の適用基準額が変更になる場合があります

この制度は、通常８月から翌年の７月末までの医療保険と介護保険の自己負担をもとに支給額を計算しますが、平成20年４月

から開始されたため、平成21年度は次のように支給額を計算します。

(１)世帯内の後期高齢者医療保険の被保険者全員が、平成20年４月から平成21年７月末までに支払った医療保険・介護保険の自

己負担が、上記の基準額(Ａ)を超える場合には、その超えた額を支給します

(２)平成20年８月から平成21年７月末までの自己負担が、上記の基準額(Ｂ)を超える場合には、その超えた額と(１)により計算

した支給額を比べ、大きい額を支給します

平成20年４月から平成21年７月までの間、本市在住で群馬県後期高齢者医療被保険者の人は、支給対象になった場合、申請

に関する通知を送付します。同期間中に、本市に転入した人やほかの保険制度に加入していた期間がある人は、市では自己負担

額の把握ができません。領収書などを確認の上、該当になりそうなときは、お問い合わせください。

基準額

支給計算の注意事項

申請手続き

区分別

① 被保険者証の負担割合が３割の人

② ①・③・④以外の人

③ 世帯員全員が市民税非課税の人

④ ③のうち、世帯員全員の所得が一定基準以下の人

89万円

75万円

41万円

25万円

67万円

56万円

31万円

19万円

平成20年４月～平成21年７月までの
自己負担額(Ａ)

平成20年８月～平成21年７月までの
自己負担額(Ｂ)

市民課国保係1内線３１３１、白沢町市民課市民係1内線３１、利根町市民課市民係1内線４５

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

国
保
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

後
期
高
齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

各
助
成
共
通

人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

今
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
料
率
は
、
昨
年
度
ま
で
と
同
じ
保

険
料
率
で
す
。

所
得
割
率

７
・
３
６
％

均
等
割
額

３
万
９
６
０
０
円

※
年
間
保
険
料
は
、
均
等
割
額
＋

(

総
所
得
金
額
等
　
33
万
円)

×
所

得
割
率
で
計
算
し
、
上
限
は
50
万

円
で
す

所
得
が
少
な
い
人
の
軽
減
措
置
も
、

昨
年
度
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
被
用
者

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
軽

減
は
、２
年
間
の
期
限
が
無
く
な
り
、

３
年
目
以
降
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
仮
徴
収
を
開
始
し
ま
す

今
年
２
月
の
保
険
料
が
年
金
か
ら

天
引
き
さ
れ
た
人
は
、
そ
の
額
と
同

額
が
８
月
ま
で
、
年
金
か
ら
仮
徴
収

さ
れ
ま
す
。
そ
の
ほ
か
の
人
は
、
昨

年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
暫
定
の
保

険
料(

仮
徴
収
額)

を
算
出
し
、
４
月

と
６
月
に
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
算
定(

８
月)

で
の
、
今
年
度
の

保
険
料
が
確
定
後
、
仮
徴
収
で
納
め

た
額
の
残
り
を
そ
の
後
の
納
期
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
短
期
被

保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
金
額
や
滞
納
期
間
に
よ
っ

て
は
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
は
滞
納
し
た
ま
ま
に
せ
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

認
知
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
①

尊
厳
を
持
っ
て
最
期
ま
で
自
分
ら

し
く
生
き
た
い
。
こ
れ
は
誰
も
が
望

む
こ
と
で
す
。こ
の
願
い
を
は
ば
み
、

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
認
知
症
」で
す
。

現
在
で
は
、
老
後
の
最
大
の
不
安

と
な
り
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
わ

た
し
た
ち
に
と
っ
て
、
最
重
要
課
題

の
一
つ
で
す
。

認
知
症
は
４
人
に
１
人

認
知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
脳
の
病
気
に

よ
る
も
の
で
、
65
歳
以
上
で
10

人
に
１
人
、
85
歳
以
上
で
は
４

人
に
１
人
に
そ
の
症
状
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
人
は
、
記
憶
障
害

や
認
知
障
害
か
ら
不
安
や
混
乱

に
陥
り
や
す
く
、
そ
の
結
果
周

り
の
人
と
の
関
係
が
損
な
わ
れ

た
り
、
家
族
が
介
護
に
疲
れ
果

て
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
囲
の
理
解

と
気
遣
い
が
あ
れ
ば
穏
や
か
に
暮
ら

し
て
い
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

認
知
症
に
は
地
域
力
が
大
切

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
支
え
合
い

が
不
可
欠
で
す
。
行
政
や
医
療
・
介

護
従
事
者
だ
け
で
な
く
、
住
民
や
生

活
関
連
事
業
者
な
ど
も
参
加
し
、
地

域
全
体
で
認
知
症
の
人
や
家
族
を
見

守
り
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
強
く

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
で
共
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
が
、

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る

方
法
を
知
っ
て
い
れ
ば「
尊
厳
あ
る
暮

ら
し
」を
み
ん
な
で
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
な
ま
ち

づ
く
り

市
で
は
、
平
成
17
年
９
月「
認

知
症
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
！
沼

田
市
宣
言
」を
行
い
、
近
隣
住
民

の
見
守
り
活
動
を
展
開
す
る
た

め
、
市
民
総
参
加
の
支
え
合
い

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、『
認
知
症

に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
』を
構
築
し
ま
し
た
。

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
認

知
症
の
高
齢
者
が
徘
徊(

は
い
か

い)

な
ど
で
所
在
不
明
に
な
っ
た

場
合
に
、
通
報
を
受
け
た
沼
田

警
察
署
か
ら
、
市
内
の
協
力
機

関
約
１
０
０
カ
所
に
所
在
不
明
者
情

報
を
フ
ァ
ク
ス
で
通
知
、
併
せ
て
Ｆ

Ｍ
Ｏ
Ｚ
Ｅ
が
市
民
向
け
に
捜
索
協
力

を
呼
び
掛
け
る
な
ど
し
て
、
地
域
住

民
と
関
係
機
関
の
協
働
に
よ
り
市
民

総
参
加
で
早
期
に
捜
索
を
行
う
態
勢

を
整
え
る
も
の
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
1
内
線
７
６
２
４
１
へ
。

介
護
①

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

市
民
課
国
保
係
1
内
線
３
１
３
２

年金からの天引きに代えて
口座振替を選べます

口座振替を希望する人は、①と②の手続き

をしてください。

①金融機関の窓口で後期高齢者医療保険料の

口座振替の申し込みをする

必要なもの 預金通帳、預金通帳の届け出印

②市民課国保係、または白沢町・利根町市民

課で年金からの天引き中止の申請をする

必要なもの 後期高齢者医療被保険者証、印

鑑、金融機関で渡される口座振替依頼書の

｢ご本人控え｣

※現在、年金からの天引きでない人や、①と

②の手続きをしていない人は、年金からの

天引きに切り替わる場合があります。天引

きを希望しない人は手続きをしてください

※一度手続きをした人は、再度手続きをする

必要はありません。ただし、口座振替で滞

納した場合は、年金からの天引きに戻るこ

とがあります

※口座振替に変更した場合、所得税、住民税

の社会保険料控除は、実際に支払った人に

適用されます

－
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広報ぬまた 平成22年４月１日

■ 敬老バスカード助成(65歳以上) 
バスカード１枚3,000円の購入に対し、1,000円を助成します。

販売窓口 高齢福祉課(東原庁舎内)、市民課、ふれあい福祉センタ

ー、利南・池田・薄根・川田公民館、白沢町・利根町振興局、利

根町振興局出張所

※購入時に、高齢者証を提示

利用できるバスの路線 市内運行の関越交通バス(一部不可)

■ はり・きゅう・マッサージ助成(70歳以上) 
１回につき、1,500円を助成します(年間４枚まで)。

※本年度中に70歳になった人には、３カ月に１枚の割合で交付

申し込み 高齢福祉課(東原庁舎内)、白沢町・利根町振興局

※印鑑と身分証明を持参

■ 温泉施設利用助成券(75歳以上) 
１回の利用につき、200円を助成します(年間12枚まで)。

申し込み 高齢福祉課(東原庁舎内)、市民課、利南・池田・薄根・

川田公民館、白沢町・利根町振興局

※印鑑と身分証明を持参

※はり・きゅう・マッサージ施術者と温泉施設は、申請時に窓口で
確認。対象者は、本市に住民登録をしている人
詳しいことは、高齢福祉課高齢福祉係1内線７７２５６へ。

■ 福祉タクシー券
タクシー以外の交通機関利用が困難な在宅重度障害者などに対

し、利用時の運賃(基本料金)を助成する制度です。

※自動車税や軽自動車税の減免を受けている人は、対象外

対象者 ①身体障害者手帳の判定が視覚障害および肢体不自由１・

２級、または内部障害１級②療育手帳の判定がＡ③精神障害者保

健福祉手帳の判定が１級④65歳以上で前年所得税非課税世帯の

うち、規定されている各要件に該当する人

枚数 年間30枚

申し込み 印鑑と各種手帳などを持参し、社会福祉課障害福祉係へ

※すでに利用している人は、交付の手続きをしてください
詳しいことは、同係1内線７７２５２へ。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
４
月

６
日(

火)

か
ら
15
日(

木)

ま
で
の
10

日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
４
月

10
日(

土)

は「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目

指
す
日
」で
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
が
い
る
家
庭
で

は
、
通
り
慣
れ
た
道
路
で
も
し
っ
か

り
と
安
全
確
認
を
す
る
よ
う
に
呼
び

掛
け
、
家
族
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
は
、
万
が
一
、
事
故
な
ど
が
起

き
た
と
き
に
命
を
守
っ
て
く
れ
る
大

変
重
要
な
も
の
で
す
。
運
転
席
や
助

手
席
だ
け
で
な
く
、
後
部
座
席
で
も

必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
上
「
車

両
」で
す
。
車
道
で
は
左
側
を
通
行
す

る
ほ
か
、
信
号
を
守
り
交
差
点
で
は

一
時
停
止
を
す
る
な
ど
、
車
両
と
し

て
の
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
安
全
確

認
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
夕
暮
れ

敬老バスカード、はり・きゅう・マッサージ、温泉施設利用、福祉タクシー

各種助成をご利用ください
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市
で
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一

環
と
し
て
、
環
境
に
や
さ
し
い
ク
リ

ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
を
行

っ
て
い
ま
す
。

対
象(

共
通)

○
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
シ

ス
テ
ム
を
設
置
、
ま
た
は
シ
ス
テ

ム
付
き
住
宅
を
購
入
す
る
人

○
世
帯
員
全
員
が
市
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
な
い

○
本
年
度
中
に
設
置
工
事
を
完
了
し

報
告
書
を
提
出
で
き
る
人

※
受
け
付
け
は
、
５
月
６
日(

木)

か

ら
始
め
ま
す
。
４
月
に
設
置
を
予

定
さ
れ
て
い
る
人
は
、
あ
ら
か
じ

め
ご
連
絡
く
だ
さ
い

補
助
金
額

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
、
２
万
５

０
０
０
円
で
10
万
円
を
限
度

●
住
宅
用
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

費
用
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
自
然

循
環
型
は
２
万
円
、
ソ
ー
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
は
４
万
円
を
限
度

申
し
込
み

設
置
工
事
着
工
前
、
ま

た
は
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅
購
入
前

※
申
請
者
に
は
、
後
日
ア
ン
ケ
ー
ト

を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
生
活
課
環

境
係
1
内
線
７
７
３
７
２
へ
。

時
や
夜
間
に
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
子
ど
も
は
、
自
転
車
に
乗

る
と
き
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
違
法
性
や
危
険
性
を

十
分
に
認
識
し
て
、
絶
対
に
「
し
な

い
」、「
さ
せ
な
い
」と
い
う
固
い
決
意

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
っ
て
、
交
通

事
故
の
無
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
生
活
課
生

活
係
1
内
線
７
７
３
５
１
へ
。
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
と
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
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犬の登録と狂犬病予防注射
飼い主には、生涯１回の登録と年１回の狂犬病予防注射が

義務付けられていますので、必ず行ってください(会場は下
表を参照。市が委託した動物病院でも行えます)。
費用 登録済みの犬3,300円・新規登録の犬6,400円
詳しいことは、健康課予防係1内線７６２０７、白沢町市

民課保健福祉係1内線３３、または利根町市民課保健福祉係
1内線４４へ。

対象

本
　
　
　
　
　
庁
　
　
　
　
　
管
　
　
　
　
　
内

白
沢
町
管
内

利
　
根
　
町
　
管
　
内

月　日

４月５日(月)

４月６日(火)

４月７日(水)

４月８日(木)

４月12日(月)

４月13日(火)

４月14日(水)

４月15日(木)

４月28日(水)

４月16日(金)

４月19日(月)

４月20日(火)

９:30～11:30
13:00～15:00
９:30～10:00
10:15～11:00
11:15～11:45
13:00～14:00
９:30～10:30
10:45～11:45
13:00～13:30
13:45～14:15
14:45～15:30
９:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:30
13:00～13:45
14:00～14:45
９:30～11:30
13:00～15:00
９:00～９:15
９:45～10:15
10:30～11:00
11:15～11:45
13:00～13:15
13:30～13:45
14:00～14:15
14:30～14:45
15:00～15:30
９:30～10:15
10:30～11:30
13:00～14:15
９:00～10:00
10:30～11:30
13:00～14:00
14:30～15:30
９:00～９:15
９:25～９:40
９:50～10:05
10:25～10:45
11:05～11:50
13:15～14:00
14:20～14:40
９:30～10:00
10:15～10:45
11:00～11:15
11:30～11:45
13:00～14:00
９:30～10:00
10:15～11:00
11:15～11:30
13:00～13:20
13:30～13:40
13:50～14:20
14:30～14:50
９:00～９:15
９:25～９:30
９:40～10:00
10:10～10:15
10:30～10:50
11:10～11:15
11:20～11:30

利根沼田県民局
十王公園
佐山町スポーツ場
上発知町生活改善センター
奈良町農事研修所
岡谷町生活改善センター
横塚町公民館
久屋原町公民館
上久屋町多目的集会所
下久屋町公民館
戸鹿野町公民館
町田町水田転作研修所
石墨町多目的集会所
堀廻町構造改善センター
恩田町集会場
井土上町(下)公民館
利根沼田文化会館
十王公園
上野住民センター
岩本公民館
屋形原農村婦人の家
大竹公民館
入沢公民館
旭地区住民センター
横子住民センター
今井町住民センター
上川田町住民センター
硯田町公民館
東倉内町公民館
須賀神社
池田公民館
薄根公民館
川田公民館
利南公民館
平出集会所
尾合集会所
岩室集会所
生枝集会所
高平集会所
上古語父集会所
下古語父集会所
伊香原地区集会所
平川集落センター
高戸谷地区集会所
大楊生活改善センター
利根町振興局
老神関越バス駐車場
大原集会所
園原ふれあい屋内運動場
利根町振興局出張所
輪久原集会所
多那婦人の家
二本松多目的集会施設
穴原生活改善センター
柿平生活改善センター
南部健康管理施設
横坂かる宅前
根利集会所
青木多目的研修施設
砂川集会所

受付時間 会　　場
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内
容

皇
族
殿
下
の
お
言
葉
、
お
手

入
れ
、
メ
ー
ン
テ
ー
マ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン(

音
楽
劇)
、
緑
の
少
年
団

活
動
発
表
、
育
樹
活
動
な
ど

出
演

安
田
姉
妹
、
山
中
千
尋
、
宗

次
郎
ほ
か

募
集
定
員

１
０
０
０
人(

申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選)

申
込
期
間

４
月
15
日(

木)

〜
５
月

31
日(

月)

対
象
者

小
学
生
以
上

※
小
中
学
生
に
は
保
護
者
、
ま
た
は

引
率
者
が
必
要

費
用

無
料

申
し
込
み

所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
載
し
て
、
郵
送
、
フ

ァ
ク
ス
、
ま
た
は
申
込
先
ま
で
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
、
県
庁
、
利
根
沼
田
環
境
森

林
事
務
所
、
市
役
所
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す

申
込
先

第
34
回
全
国
育
樹
祭
群
馬

県
実
行
委
員
会
〒
３
７
１-

８
５

７
０
前
橋
市
大
手
町
１
丁
目
１
番

１
号
、
1
０
２
７(

２
２
６)

３
２

７
５
、
フ
ァ
ク
ス
０
２
７(

２
４

３)

１
３
１
５

※
当
日
は
、
指
定
さ
れ
た
集
合
場
所

か
ら
会
場
ま
で
は
、
バ
ス
で
送
迎

を
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
全
国
育
樹
祭
推

進
課
推
進
係
1
内
線
３
２
３
７
へ
。

森
林
の
恵
み
に
触
れ
な
が
ら
、
そ

の
大
切
さ
や
環
境
な
ど
に
つ
い
て
考

え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

内
容

森
林
や
木
な
ど
に
関
連
す
る

製
品
な
ど
の
展
示
販
売
、
団
体
や

個
人
の
森
林
づ
く
り
、
環
境
保
護

活
動
の
紹
介
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど

■
募
集
内
容

出
店
者

育
樹
や
森
林
、
環
境
、
木

製
品
、
キ
ノ
コ
や
山
菜
な
ど
の
関

連
製
品
、食
品
な
ど
の
展
示
販
売
。

活
動
紹
介
な
ど
を
希
望
す
る
個
人

や
団
体

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

各
コ
ー
ナ
ー
の
手

伝
い
を
し
て
く
れ
る
人

※
企
画
案
も
募
集
し
て
い
ま
す

と
き

７
月
４
日(

日)

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21

申
し
込
み

４
月
30
日(

金)

ま
で
に

全
国
育
樹
祭
推
進
課
推
進
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
３
７
へ
。

14
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10
月
３
日(

日)

に
、
県
立
森
林
公
園「
21
世
紀
の
森
」で
開
催
さ
れ

る
第
34
回
全
国
育
樹
祭
へ
の
一
般
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

10月３日(日) 県立森林公園｢21世紀の森｣で開催

一般参加者を募集
第34回全国育樹祭

秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣秋に育樹祭の会場となる県立森林公園｢21世紀の森｣

第
34
回
全
国
育
樹
祭
開
催
記
念

森
林
の
め
ぐ
み
フ
ェ
ア
出
店
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

も
　
り

市
で
は
、
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の「
市
民
緑
化
推
進

事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
が
取
り
組
む
緑
づ
く
り
の
お
手

伝
い
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者

市
民
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
や
従
業
員
５
人
以
上
の
事

業
者

対
象
事
業

公
衆
道
路
沿
線
や
公
共

的
な
施
設
の
敷
地
内
な
ど
で
樹
木

や
花
を
植
栽
す
る
た
め
の
活
動

金
額

対
象
事
業
費
が
１
万
円
以
上

の
事
業
に
つ
い
て
、
９
万
円
を
限

度
と
し
て
、
事
業
費
の
10
分
の
９

以
内
を
補
助

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

◆
緑
と
花
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

事
業

緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します緑化活動を応援します
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対
象
者

市
内
に
土
地
や
建
物
を
所

有
す
る
人(

税
金
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と)

対
象
事
業

自
己
管
理
の
敷
地
内
で

公
衆
道
路
に
面
し
て
３
メ
ー
ト
ル

以
上
の
竹
木
の
生
け
垣
を
実
施
す

る
も
の

金
額

対
象
事
業
費
が
１
万
円
以
上

の
事
業
に
つ
い
て
、
４
万
５
０
０

０
円
を
限
度
と
し
て
、
事
業
費
の

10
分
の
９
以
内
を
補
助

対
象
者

市
内
に
土
地
や
建
物
を
所

有
す
る
人(

税
金
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と
）

対
象
事
業

緑
化
重
点
地
区
内
を
対

象
と
し
、
自
己
管
理
の
敷
地
内
で

公
衆
道
路
に
面
し
て
３
メ
ー
ト
ル

以
上
の
植
栽
、
ま
た
は
建
物
の
壁

面
に
沿
っ
て
３
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
花
木
の
植
栽(

プ
ラ
ン
タ
ー

植
栽
を
含
む)

を
実
施
す
る
も
の

金
額

対
象
事
業
費
が
１
万
円
以
上

の
事
業
に
つ
い
て
、
４
万
５
０
０

０
円
を
限
度
と
し
て
、
事
業
費
の

10
分
の
９
以
内
を
補
助

※
す
べ
て
先
着
順
で
着
手
前
に
申
請

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
生
け
垣
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

◆
壁
面
等
緑
化
奨
励
事
業

受講生を募集します
勤労青少年体育センタースポーツ教室
勤労青少年体育センターでは、勤労者世帯の家族をはじめ、一般市民の健康増進を目的にスポーツ教室を開催します。

とき 午前10時～11時30分

受講料 無料。傷害保険は任意加入

申し込み ４月５日(月)～26日(月)の午前９時から午後８時までに勤労青少年ホームへ

※土・日、祝日を除く

詳しいことは、勤労青少年ホーム1○24０１３５へ。

曜日

月

火

木

金

ダンベル体操とリズムダンス

ソフトエアロビクス

卓球

テニス

中国式健康体操

５月10日～６月28日

５月11日～６月29日

５月13日～７月１日

５月14日～７月２日

５月14日～７月２日

８回

８回

８回

８回

８回

70人

50人

30人

20人

20人

塩野　明美さん

横坂　留美さん

本多　加代子さん

戸丸　基雄さん

阿部　昌一さん

講座・教室名 月　　日 回数 定員 講　　師

ふれあい福祉センター各種教養教室
ふれあい福祉センターでは、高齢者などを対象にした各種教養教室を開催します。

受講料 無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

申し込み 電話か直接、ふれあい福祉センターへ。休館日の月曜日を除く、午前９時30分から

午後７時まで(センター使用料は別に必要)

詳しいことは、ふれあい福祉センター1○23３４９７へ。

初心者パソコン教室

パソコンの基礎、文字の

入力、年賀状の作成など

カラオケ教室

ダンベルとリズムダンス

教室

太極拳教室

４月27日(火)～30日(金)

午後１時30分～４時30分

毎月第２・第４土曜日

午前10時～正午

５月から10月までの毎月

第１・第３金曜日

午後３時30分～５時

５月から10月までの毎週

水曜日

午前10時～正午

市内在住60歳以上で全日程に

参加可能な人。初めて、また

は初心者の人

市内在住の人

市内在住60歳以上で全日程に

参加可能な人。初めて、また

は初心者の人

市内在住60歳以上で全日程に

参加可能な人。初めて、また

は初心者の人

４月18日(日)

開講日に直接

会場へ

４月25日(日)

４月25日(日)

４回

24回

12回

24回

※12人

－

※15人

※15人

教　室　名 月　　日 回数 定員 締め切り対　象　者

※印は、超えた場合は、抽選
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市
で
は
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
ス
ポ

ー
ツ
環
境
を
整
備
・
充
実
し
、
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
目
指
す
た

め
、
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
計
画
期
間
を
平
成

22
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
７
年
間

と
し
、
社
会
情
勢
な
ど
に
応
じ
て
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.

city.num
ata.gunm

a.jp/)

か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

第
１
章

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て

第
２
章

計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

第
３
章

主
な
施
策
の
展
開

■
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
実
現
に
向
け

て「
元
気
で
活
力
あ
る
沼
田
!!
」

▽
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進

▽
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

▽
指
導
者
の
養
成
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
育
成

▽
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
充
実

資
料
編

団
体
・
施
設
一
覧
表
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課(

市
民

体
育
館
内)

1

９
４
４
４
へ
。

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

スポーツ振興

基本計画策定

前期スポーツ教室の参加者を募集します
体育課(市民体育館)1○24９４４４

市民体育館では、初心者でも安心して受講できるスポーツ教室を開催しています。この教室参加を機会に生涯スポー

ツとして楽しんでいる人がたくさんいます。あなたも、友達づくりや心と体のリフレッシュをしてみませんか。

申し込みは、いずれの教室も受講料と保険料1,600円を添えて、体育課、白沢町・利根町教育支所へ。

※受講料には保険料が含まれます

※すべて、受講料は小人600円、大人1,600円(保険料)です。初心者民謡踊り教室と初心者フォークダンス教室は、別
に教材費がかかります

体育協会委託のスポーツ教室
教　室　名

合気柔術教室
(小学生以上) 
柔道教室
(小学生以上)
サッカー教室
(小学生)
弓道教室
(小学生以上)
バレーボール教室
(小学生)
早朝ソフトテニス
教室(児童・一般)
初心者民謡踊り教
室
フェンシング教室
(小学３年生以上)

屋外テニス教室

初心者フォークダ
ンス教室

午後７時
～８時30分

午後７時
～８時30分

午前８時
～９時30分

午後１時
～２時30分

午後１時
～２時30分

午前５時30分
～７時

午後１時30分
～３時

午後７時
～８時30分

午前10時
～11時30分

午後１時30分
～３時

沼小講堂記念体
育館
沼小講堂記念体
育館

沼田小校庭

白沢弓道場

市民体育館
薄根小体育館
沼田公園テニス
コート

市民体育館

沼田東中体育館

沼田公園テニス
コート

市民体育館

太田　育男さん
小野　信夫さん
中島　　務さん
天野　純一さん
永井　好二さん
鈴木　　俊さん

加藤英之助さん

中島　秀明さん
木村　敬史さん
福田　秀實さん
小林　茂夫さん
フォークダンス
協会指導員
杉田　照明さん
吉澤　博通さん
太田あや子さん
小池信一郎さん
フォークダンス
協会指導員

４月12日(月)

４月15日(木)

４月15日(木)

４月22日(木)

４月30日(金)

５月10日(月)

５月10日(月)

５月10日(月)

５月17日(月)

７月20日(火)

20
回

50
人
50
人
50
人
50
人
50
人
50
人
50
人
50
人
50
人
50
人

20
回
20
回
20
回
10
回
18
回
10
回
20
回
10
回
10
回

４月14日～９月１日
毎週水曜日

４月17日～９月11日
毎週土曜日

４月18日～８月29日
毎週日曜日

４月24日～９月４日
毎週土曜日

５月８日～７月17日
毎週土曜日

５月12日～９月８日
毎週水曜日

５月12日～７月14日
毎週水曜日

５月12日～９月29日
毎週水曜日

５月20日～７月22日
毎週木曜日

７月21日～10月６日
毎週水曜日

月　　日 時　間 場所 回数 定員 講　師 申込締切
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市民体育館のスポーツ教室
教　室　名 月　　日 時　間 場所 回数 定員 受講料 講　師 申込締切

バドミントン教室

ソフトエアロビック
教室

テニス教室

卓球教室
(新卓球を含む)

５月12日～７月７日
毎週水曜日

５月15日～７月10日
毎週土曜日

５月19日～７月21日
毎週水曜日

５月20日～７月８日
毎週木曜日

午後７時15分
～８時45分
午後７時
～８時30分
午前10時
～11時30分
午前10時
～11時30分

2,400円

2,400円

2,600円

2,400円

５月10日(月)

５月13日(木)

５月17日(月)

５月18日(火)

五十嵐久栄さん
芝　みつ子さん
小野里順子さん
須田　浩子さん
東宮　邦夫さん
太田あや子さん
桑原　　弘さん
原沢　利雄さん

市

民

体

育

館

８
回

40
人

20
人

40
人

40
人

８
回

10
回

８
回

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
て
青
少
年
の
心
と
体
を
育
て

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
中
で
活

発
に
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
に
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

入
団
を
希
望
す
る
人
は
、
各
団
体

の
連
絡
責
任
者(

左
表
を
参
照)

へ
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、
６
月

30
日(

水)

ま
で
に
体
育
課(

市
民
体

育
館)

、
白
沢
町
・
利
根
町
教
育
支

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

登
録
料

団
員
５
０
０
円
、
指
導
者

１
１
０
０
円(

共
に
１
人
分)

詳
し
い
こ
と
は
、
体
育
課
体
育
係

1

９
４
４
４
、
白
沢
町
教
育
支
所

1

２
２
９
１
、
利
根
町
教
育
支
所

1

２
１
１
１
へ
。
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ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
を
募
集
し
ま
す

｢沼田市・先生の日｣は、先生や学校を市民の皆さんが応援する日です。今回の研修会には、市内の幼稚園や小中学校
から教職員約400人が参加します。本市の子どもたちのことを考えるための教育講演会や、日々頑張っている先生たちの
取り組みを紹介する教育研究論文の表彰、学校活動に協力をいただいている地域の皆さんの表彰などを行います。一般
の参加も大歓迎です。ぜひ、お越しください。

とき　４月27日(火)午後１時～３時35分
ところ　利根沼田文化会館大ホール

内容 教育講演会・表彰式ほか
講師 日本教育大学院大学客員教授　北川達夫さん
テーマ これからの時代に必要とされる学力とは何か
～フィンランドのグローバル・コミュニケーション
教育入門～

北川達夫(きたがわ・たつお)

昭和41(1966)年生まれ。早稲田
大学法学部を卒業しヘルシンキ大
学歴史言語学部に留学。外務省入
省後は、在フィンランド日本国大
使館に勤務。平成18(2006)年より
現職。著書に｢フィンランド・メ
ソッド入門｣(経済界)など。

｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します
｢沼田市・先生の日｣
幼小中学校教職員全体研修会を開催します

学校教育課学校教育係1内線３３２３

種目

軟式
野球
(12)

ミニ
バス
(５)

剣道
(２)
柔道
(５)

卓球
(２)

空手
(３)

バレー
ボール
(３)
弓道
ソフトテニス
エアロビック

スキー

サッカー
(３)

利南東イーグルス
下町ヤングベアーズ
沼小ジュニアファイターズ
升形ビクトリーズ
沼田北小リトル
沼田川小フェニックス
薄根リトルライオンズ
池田少年野球
沼田北小ＭＡＸ
沼田小リトルスターズ
白沢ベアーズ
平川メッツ
沼田チェリーズ
沼田北ミニバス
利南東ミニバス
アンテロープ沼田
沼田シリウス
沼田剣桜会少年剣道クラブ
白沢少年少女剣道教室
薄根柔道
沼田柔道
沼田中央柔道教室
沼田利南柔道
川田柔道教室
薄根小卓球
薄根卓球
沼田サッカークラブ
薄根サッカークラブ
ＦＣ利根
沼田スキー
空手道沼田北
空手道沼田南
空手道沼田東
沼田バレーボールトレーニングセンター
利根ラビット
多那チェリーズ
白沢ジュニア弓道クラブ
沼田西男子ソフトテニス
UNSエアロビック

大木　昭彦
都丸　強志
布施　弘貴
小林　　繁
小林　　豊
小寺　宏之
宮田　　通
角田　昭彦
勝澤　弘治
小林　季雄
立木　公二
永井　高士
小林　　正
林　　和幸
中澤　昌樹
生方　純也
木村　和子
田原　　泰
角田　好夫
内田　滋実
中島　　務
田村　　聡
生方　基之
生方　　力
樋口　元二
田上　輝男
鈴木　　俊
高橋　秀夫
稲森　秀次
高橋　敏夫
村松　大輔

大平　則子

中島　秀明
井上　貴章
富澤　健一
藤井　宏一
生方　弘美
横坂　留美

23-1361
23-2835
23-7150
22-5699
23-0560
24-2764
23-3770
23-9063
080-6556-0550
24-0108
53-2210
56-3550
24-0808
24-2577
24-0296
22-3854
090-6796-1629
24-4926
53-2818
24-4382
22-5200
24-9666
23-4221
22-0809
24-0549
24-5019
090-5205-9081
64-0331
56-2237
23-4170
22-6582

24-2502

30-5230
56-3115
22-7933
53-2376
22-7220
23-1703

沼田東中校庭ほか
下町児童公園
沼田小校庭
升形小校庭
沼田北小校庭
川田小校庭
薄根小校庭ほか
池田小校庭
沼田北小校庭
沼田小校庭ほか
白沢農民広場ほか
利根平川運動広場
沼田東小体育館
沼田北小体育館
利南東小体育館ほか
沼田東小体育館ほか
沼田小体育館ほか
沼田剣桜会道場
白沢中武道館
薄根中柔道場
沼小講堂記念体育館
沼田中柔道場
沼田東中柔道場
沼田西中柔道場
薄根小体育館
薄根小体育館
市内学校校庭ほか
薄根小校庭
薗原球技場
苗場スキー場
沼田南中武道場ほか

沼田南中武道場ほか

薄根小体育館
利根健康増進施設
利根町農業トレーニングセンター
白沢町弓道場
沼田西中校庭
薄根小体育館

団　体　名 連絡責任者 電 話 主な練習場所
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２
０
０
２
年
、
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
沼
田
に

女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
誕
生
し
た
。

「
当
時
の
先
輩
た
ち
、
生
徒
が
中
心

と
な
っ
て
メ
ン
バ
ー
集
め
か
ら
始
め

ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を
好
き
な
人
た

ち
が
同
好
会
を
作
り
、
練
習
は
１
日

お
き
に
沼
田
高
校
で
男
子
と
合
同
で

し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
交
渉
も

全
部
先
輩
た
ち
が
し
た
そ
う
で
す
」

そ
の
後
、
２
０
０
７
年
に
は
、
県

女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
ベ
ス
ト
４

に
入
れ
る
ま
で
の
チ
ー
ム
に
成
長
。

「
現
在
、
部
員
は
13
人
で
、
練
習
は

放
課
後
、
沼
田
公
園
を
中
心
に
校
庭

な
ど
で
し
て
い
ま
す
。
経
験
者
は
少

な
い
の
で
す
が
、
み
ん
な
す
ご
く
仲

が
良
く
て
、
上
下
関
係
も
全
く
な
く

と
て
も
い
い
チ
ー
ム
で
す
」

出
場
す
る
大
会
は
、
高
校
総
体
や

新
人
戦
、
県
リ
ー
グ
、
フ
ッ
ト
サ
ル

大
会
な
ど
。
女
子
と
は
い
え
、
年
間

を
通
し
て
の
試
合
数
は
多
い
。

「
シ
ス
テ
ム
は
、
４
・
４
・
２
の
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
、
前
か
ら
ど
ん

ど
ん
プ
レ
ス
を
か
け
て
パ
ス
で
つ
な

ぐ
サ
ッ
カ
ー
で
す
。
最
近
は
、
サ
イ

ド
攻
撃
の
精
度
も
上
が
っ
て
、
連
携

も
良
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
楽
し
む

こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
試
合
で
勝
て
る

力
を
付
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

新
年
度
を
迎
え
、
チ
ー
ム
に
と
っ

っ
て
も
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。

「
今
月
か
ら
、
部
に
昇
格
し
ま
し
た

し
、
目
標
は
高
校
総
体
で
ベ
ス
ト
４

に
入
る
こ
と
で
す
ね
。
ス
タ
ー
ト
ラ

イ
ン
は
一
緒
、
努
力
を
す
れ
ば
き
っ

と
う
ま
く
な
れ
ま
す
。
多
く
の
新
入

生
に
入
部
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

200

水芭蕉卓球同好会（会員数25人） 代表　茂木森生さん
（連絡先1○234289）

ラージボールを使い、ラリーで汗を流

している、｢水芭蕉卓球同好会｣の皆さん。

卓球教室の修了生と愛好家が集まり結成

されました。ボールが大きいので、誰で

もミスが少なく練習ができて、健康維持

や技術の向上にもつながることが魅力で

す。各種大会への出場や県内クラブとの

親善交流会もしています。毎週月・水・

金曜日、午後１時から沼田小学校講堂記

念体育館(沼田公園内)で練習しています

ので、興味のある人はお出掛けください。

サ
ッ
カ
ー
は
と
て
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
　
　

こ
れ
か
ら
は
女
子
も
サ
ッ
カ
ー
の
時
代
で
す

沼田女子高校サッカー部

部長

キャプテン

さん(３年・左)内田 里愛

チームワーク抜群のメンバーたち

Rio Uchida

さん(３年・右)萩原 令名
Reina Hagiwara

ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ
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３月14日(日)

上州ぬまたのうまい水
ペットボトル水製造記念イベント

３
月
21
日(

日)

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に

合
併
５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

おいしい沼田の水を広く知ってもらおう
と、ペットボトル水｢上州ぬまた・森

も

林
り

のし
ずく｣が製造され、それを記念したイベント
がグリーンベル21で開かれました。このボト
ル水は、今後、市が行う交流イベントや、今
秋開催の全国育樹祭などで活用されます。

利
根
沼
田
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
、「
合
併
５

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
歌
や
伝
統
芸
能
な
ど
の
披
露
、
小

中
学
生
か
ら
未
来
へ
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
表
さ

れ
た
ほ
か
、
市
内
13
小
学
校
の
代
表
38
人
に
よ
り
市

民
憲
章
が
元
気
よ
く
唱
和
さ
れ
ま
し
た
。

３月13日(土)

ふたつのまちが織りなすハーモニー
沼田市・太田市コーラス交流会

両市で活躍する女声合唱団の活動を紹介し
ながら、互いの交流をさらに深めようと｢コ
ーラス交流会｣がグリーンベル21で開催され
ました。今回は、両市から４グループが参加。
それぞれに自慢ののどを披露した後、最後に
は、全員で｢ふるさと｣などを合唱しました。

市ホームページでも、イベント結果などを紹介しています。ぜひ、ご覧ください。

元気よく市民憲章を唱和する子どもたち



フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

と
き

４
月
11
日(

日)

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

沼
田
公
園

駐
車
場

沼
田
小
学
校
西
校
庭
、
沼

田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容

鉢
植
え
・
苗
木
配
布
、
郷
土

物
産
横
丁
、
桜
絵
馬
、
桜
な
べ
の

販
売(

３
０
０
人
分)

な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
商
工
会
議

所
青
年
部
事
務
局
1

１
１
３
７
へ
。

沼
田
公
園
内
で
沼
田
茶
道
会
の
協

力
に
よ
り
お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
お
よ
び
流
派

４
月
11
日(

日)

江
戸
千
家(

弥
生)

／
17
日(

土)

江

戸
千
家(

池
の
端)

／
18
日(

日)

宗

●
流
／
25
日(

日)

煎
茶
道
淨
源
流

／
29
日(

木)

沼
田
茶
道
会
本
部
役

員
、
共
に
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ

旧
土
岐
邸
洋
館

参
加
費

無
料(

旧
土
岐
邸
洋
館
の

観
覧
料
大
人
１
０
０
円
、
小
中
学

生
40
円
は
各
自
負
担)

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
文

化
財
保
護
係
1

７
５
６
５
へ
。

◇
桜
開
花
期
間
中
の
臨
時
駐
車
場

４
月
２
日(

金)

か
ら
下
旬
は
、
沼

田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
内
を
臨
時
無
料

駐
車
場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

※
大
型
バ
ス
の
駐
車
場
は
、
公
園
東

側(

環
状
線
沿
い)

と
な
り
ま
す
の

で
、
決
め
ら
れ
た
場
所
へ
の
駐
車

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◇
沼
田
公
園「
交
流
ハ
ウ
ス
」

絵
画
な
ど
の
展
示
発
表
や
公
園
を

団
体
で
利
用
す
る
と
き
の
休
息
場
所

な
ど
に「
交
流
ハ
ウ
ス
」を
有
効
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
上
の
注
意

▼
営
利
目
的
に
使

用
し
な
い
▼
申
請
許
可
が
必
要
▼

団
体
が
対
象(

原
則)

▼
鍵
の
開
閉

な
ど
使
用
上
必
要
な
こ
と
は
使
用

者
が
行
う
▼
ご
み
は
持
ち
帰
る
▼

飲
酒
を
し
な
い

利
用
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時

使
用
料

無
料

申
し
込
み

都
市
計
画
課
都
市
施
設

係
へ

◇
き
れ
い
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

公
園
は
、
老
人
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
の
清
掃
や
ご
み
拾
い
な

ど
に
よ
り
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。
市
で
は
、
ご
み
拾
い
な
ど
の
協

力
者
に
、
ご
み
袋
の
提
供
や
収
集
作

業
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
都
市
計
画
課
都

市
施
設
係
1
内
線
４
２
２
３
へ
。

こ
の
制
度
は
、
電
子
申
請
で
競
争

入
札
参
加
資
格
の
登
録
を
し
て
い
な

い
人
で
、
市
が
発
注
す
る
小
規
模
工

事
や
修
繕
の
契
約
を
希
望
す
る
人
を

登
録
し
、
発
注
時
に
業
者
選
定
の
対

象
に
す
る
こ
と
で
地
元
業
者
の
受
注

機
会
を
拡
大
す
る
も
の
で
す
。

対
象
工
事
／
業
種

１
件
の
予
定
価

格
１
３
０
万
以
下
の
も
の
／
建
築

・
土
木
・
設
備
関
係
に
分
類

受
付
期
間

４
月
１
日(

木)

〜
30
日

(

金)

申
請
書
類
「
小
規
模
工
事
等
契
約

希
望
者
登
録
申
請
書
」(

契
約
検
査

課
に
有
り
ま
す)

に
、
①
納
税
証

明
書
の
原
本
②
契
約
を
希
望
す
る

業
種
に
必
要
な
資
格
、
免
許
な
ど

の
証
明
書
類(

写
し)

③
そ
の
他
必

要
書
類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
書
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

提
出
方
法

契
約
検
査
課
へ
直
接

詳
し
い
こ
と
は
、
契
約
検
査
課
契

約
係
1
内
線
３
２
７
３
へ
。

対
象
者

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入

日
、
ま
た
は
補
助
金
交
付
申
請
日

20

広報ぬまた 平成22年４月１日

お
知
ら
せ

第
22
回
沼
田
公
園
桜
ま
つ
り
メ

ー
ン
イ
ベ
ン
ト

公
園
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
へ

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登
録

申
請

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
費
助
成

事
業

お
花
見
添
釜

４月17日(土)

４月

｢ともだちいっぱい｣

とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや
とき 午後２時30分
ところ 図書館３階おはなしのへや

田村　透
とお

也
や

くん（３歳６カ月）

とおやくんは、いつも元気い
っぱいな男の子。ベイブレード
が大好きで、毎日お兄ちゃんた
ちとベイバトルをして遊んでい
ます。幼稚園の発表会で、アン
パンマンの｢サンサンたいそう｣
を上手に踊れました！！(柳町)

電話番号は、
市　役　所 23 ２１１１
白沢町振興局 53 ２１１１
利根町振興局 56 ２１１１

に
、
０
歳
児
を
養
育
し
て
い
る
人

(

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
市
税

な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と)

補
助
額

購
入
価
格
の
２
分
の
１(

１

０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て)

で
、
限

度
額
は
５
０
０
０
円

申
し
込
み

領
収
書(

レ
シ
ー
ト
不

可)

、
印
鑑
、
保
証
書
、
振
込
先

預
金
通
帳
を
持
参
し
、
環
境
生
活

課
生
活
係
、
ま
た
は
白
沢
町
・
利

根
町
市
民
課
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
３
５
１
へ
。

家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
全

戸
配
布
し
ま
し
た
の
で
、
ご
み
の
収

集
日
や
区
分
と
出
し
方
、
マ
ナ
ー
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
カ
レ
ン

ダ
ー
に
記
載
の
ご
み
の
区
分
と
出
し

方
を
ご
確
認
の
上
、
正
し
い
分
別
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
生
活
課
廃

棄
物
係
1
内
線
７
７
３
７
３
、
白
沢

町
市
民
課
市
民
係
1
内
線
３
２
、
利

根
町
市
民
課
市
民
係
1
４
６
へ
。

市
内
で
環
境
問
題
に
取
り
組
む
16

団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織「
ぬ
ま

た
環
境
ネ
ッ
ト
」が
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
加
盟
団
体
は
、
地
域
の
生
活
環

境
の
改
善
、
美
化
活
動
や
豊
か
な
自

然
環
境
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参

加
す
る
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
生
活
課
環

境
係
1
内
線
７
７
３
７
２
へ
。

祝
日
の
開
場
時
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

月
・
金
曜
日
の
祝
日

午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

火
・
木
曜
日
の
祝
日

午
前
９
時
〜

正
午

※
水
曜
日
が
祝
日
の
と
き
は
、
開
場

し
て
い
ま
せ
ん
。
５
月
の
連
休
お

よ
び
年
末
年
始
の
開
場
日
は
、
清

掃
工
場
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い詳
し
い
こ
と
は
、
同
工
場
1

１

０
０
９
へ
。

自
立
支
援
医
療
受
給
者
で
、
引
き

続
き
治
療
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、

有
効
期
間
終
了
の
３
カ
月
前
か
ら
１

カ
月
前
の
間
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
所
持
者
で
、
更
新
手
続
き
の
必
要

が
あ
る
と
き
は
、
有
効
期
間
終
了
の

３
カ
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。
氏

名
、
住
所
な
ど
記
載
事
項
に
変
更
が

あ
っ
た
と
き
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
福
祉
課
障

害
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
５
２
へ
。

市
で
は
、
難
病
な
ど
の
疾
患
を
抱

え
な
が
ら
居
宅
で
療
養
生
活
を
し
て

い
る
人
に
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
日

常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

○
国
が
定
め
る
厚
生
労
働
科
学
研
究

難
治
性
疾
患
克
服
研
究
事
業
の
対

象
疾
患
患
者
と
関
節
リ
ウ
マ
チ
患

者
○
在
宅
で
の
療
養
が
可
能
な
程
度
に

症
状
が
安
定
し
て
い
る
と
医
師
に

よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
人

○
介
護
保
険
法
、
老
人
福
祉
法
、
障

害
者
自
立
支
援
法
な
ど
の
施
策
の

対
象
に
な
ら
な
い
人

申
し
込
み

所
定
の
医
師
診
断
書
を

健
康
課
保
健
係
に
提
出

※
用
紙
は
、
同
係
に
あ
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
２
へ
。

4月5.12.19.23.26.29日／
5月3.4.5.10.17.24.28.31日

５月の巡回移動図書の日程
５月 と　　き と　　　こ　　　ろ

10: 00～10:20
10 : 30～10:50
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:55
11 : 05～11:35
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 35～10:55
11 : 05～11:40
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :15
2 : 30～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :40
1 : 50～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 15～ 2 :45
2 : 50～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 20～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :15
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 10～ 1 :40
2 : 05～ 3 :45
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 3 :45

利 根 ダ ム 統 合 管 理 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
利 根 沼 田 県 民 局
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
利 根 町 振 興 局 出 張 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
平 出 集 会 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校26日（水）

25日
（火）

21日
（金）

20日
（木）

19日
（水）

18日
（火）

14日
（金）

12日
（水）

13日
（木）

11日
（火）

図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
図書館の
休館日
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家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
配

布

清
掃
工
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

難
病
患
者
等
居
宅
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス

自
立
支
援
医
療
費(

精
神
通
院)

支
給

認
定
の
申
請
お
よ
び
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
の
申
請

「
ぬ
ま
た
環
境
ネ
ッ
ト
」に
参
加
し
ま

せ
ん
か



筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
を
中
心
に
多
く
の
高
齢
者

の
皆
さ
ん
に
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
を
元
気
に
し
、
仲
間
づ
く
り
に
も

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
初
め
て
の
人

や
上
級
を
修
了
し
た
人
も
復
習
の
機

会
と
し
て
定
期
的
な
受
講
を
お
勧
め

し
ま
す
。

と
き

①
５
月
19
日(

水)

②
８
月
18

日(

水)

③
11
月
17
日(

水)

④
来
年

３
月
９
日(

水)

、
す
べ
て
時
間
は

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師

群
馬
大
学
医
学
部
保
健
学
科

准
教
授
　
浅
川
康
吉
さ
ん

詳
し
い
こ
と
は
、
高
齢
福
祉
課
介

護
予
防
係
1
内
線
７
６
２
４
２
へ
。

農
地
の
貸
借
に
は
、
農
地
法(

３

条
許
可)

、
ま
た
は
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法(

利
用
権
設
定)

に
よ
る

手
続
き
が
必
要
で
す
。
設
定
期
間
中

は
、
借
り
手
の
耕
作
権
も
保
証
さ
れ

る
た
め
、
貸
し
手
と
借
り
手
の
双
方

が
安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で

き
る
利
用
権
設
定
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
手
続
き
は
、
貸
し
手
と
借
り
手

が
契
約
期
間
や
賃
貸
料
な
ど
を
定

め
、設
定
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
、

署
名
・
押
印
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
希
望
者
は
、
地
元
の
農
地
流
動

化
推
進
員
、
ま
た
は
農
業
委
員
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
６
月
設
定
分
の
提

出
期
限
は
４
月
30
日(

金)

ま
で
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
1
内
線
３
２
４
０
へ
。

中
心
商
店
街(

上
之
町
・
中
の
会

商
店
街
振
興
組
合
・
下
之
町
商
店
街

振
興
組
合
の
区
域)

を
活
性
化
す
る

た
め
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

中
心
商
店
街
の
活
性

化
に
取
り
組
も
う
と
す
る
団
体
な
ど

補
助
率

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

１
以
内

※「
ま
ち
づ
く
り
情
報
」を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
街
な
か
対
策
課

企
画
振
興
係
1

１
１
８
６
へ
。

国
際
交
流
協
会
で
は
、
日
本
語
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

と
き

４
月
か
ら
来
年
３
月(

８
月

を
除
く)

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館

受
講
料

無
料

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
会
事
務
局

(

企
画
課
内)

1
内
線
３
２
２
２
へ
。

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
来
年
４
月

か
ら
調
理
業
務
を
民
間
委
託
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
沼
田
地
区
内
小
中
学

校
の
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
説
明
会

を
行
う
予
定
で
す
が
、日
程
な
ど
は
、

あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
白
沢
・
利
根
調
理
場
は
、
今
ま
で

ど
お
り
直
営
で
調
理
業
務
を
実
施
　

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
給
食
セ
ン

タ
ー
1

１
６
７
２
へ
。

平
成
21
年
度
の
教
育
委
員
会
の
事

務
に
関
す
る
点
検
評
価
報
告
書
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な

い
人
は
、
教
育
委
員
会
、
白
沢
町
・

利
根
町
教
育
支
所
、
利
南
・
池
田
・

薄
根
・
川
田
の
各
地
区
公
民
館
に
備

え
て
あ
り
ま
す
の
で
、
窓
口
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
庶

務
課
1
内
線
３
３
１
２
へ
。

名
誉
市
民
で
戦
後
に
お
け
る
女
流

歌
人
の
第
一
人
者
生
方
た
つ
ゑ
の
著

書
や
関
連
資
料
を
展
示
し
て
い
る
生

方
記
念
文
庫
は
、
中
心
市
街
地
土
地

区
画
整
理
事
業
の
実
施
に
伴
う
移
転

に
よ
り
、
休
館
と
な
り
ま
す
。
記
念

文
庫
の
一
部
資
料
は
、
６
月
か
ら
図

書
館
５
階
で
展
示
す
る
予
定
で
す
。

※
図
書
館
５
階
の
尾
瀬
展
示
コ
ー
ナ

ー
は
、
４
月
１
日
よ
り
仮
設
工
事

期
間
中
、
休
止
と
な
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
教
育
課
文

化
財
保
護
係
1

７
５
６
５
へ
。

「
望
郷
の
湯
」と「
し
ゃ
く
な
げ
の

湯
」の
入
館
料
共
通
割
引
券
を
区
長

を
通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
し
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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���
���

月　　
火　　
水
木
金
土･日

肥満と肥満症
肥満の判定
丈夫な骨を作ろう
繰り返す痛風
つき指の応急処置
ふえている腱鞘炎

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと約３分間の
健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
７日(水)小児科・内科、15日(木)歯科です。
受付時間は午後７時30分から９時まで。

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

http://www.raijin.com/kenko/

兵藤しずくちゃん（３歳11カ月）

塗り絵や字を書くことが大好
きな、しずくちゃん。ママに教
えてもらいながら練習していま
す。弟のあとむくんとプリキュ
アごっこで遊んであげる優しい
お姉さん。４月から保育園に通
うのがとても楽しみです。(柳町)

お
知
ら
せ

高
齢
者
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

「
合
同
筋
ト
レ
」

農
地
の
貸
し
借
り
は「
利
用
権
設
定
」

で

日
本
語
教
室

教
育
委
員
会
点
検
評
価
報
告
書
を

公
開

生
方
記
念
文
庫
４
月
１
日
か
ら
休

館「
望
郷
の
湯
」と「
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
」

市
民
特
別
割
引
券

調
理
業
務
を
民
間
委
託
し
ま
す

商
店
街
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
補
助

金

23 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

割
引
券
の
内
容

１
枚
に
つ
き
、
２

０
０
円
を
割
り
引
き

※
２
人
ま
で
利
用
で
き
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
望
郷
の
湯
1
�

３
９
３
９
、
し
ゃ
く
な
げ
の
湯
1
�

０
０
１
１
へ
。

と
き

４
月
16
日(

金)

午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

吹
割
の
滝
入
口

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
観
光
協

会
1

５
０
５
０
へ
。

と
き

５
月
７
日(

金)

・
８
日(

土)

午
前
11
時
〜

と
こ
ろ

老
神
温
泉
内

詳
し
い
こ
と
は
、
老
神
温
泉
観
光

協
会
1

３
０
１
３
へ
。

対
象
事
業

地
域
の
活
性
化
や
課
題

解
決
の
た
め
、
新
た
に
取
り
組
ん

だ
り
既
存
の
活
動
を
拡
充
す
る
な

ど
、
市
民
の
自
発
的
な
参
加
に
よ

っ
て
行
わ
れ
る
公
益
性
の
あ
る
事

業
で
、
①
市
民
協
働
を
進
め
て
い

く
た
め
に
必
要
と
認
め
る
事
業
②

ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と
認
め
る
事

業
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

対
象
者(

団
体)

①
５
人
以
上
の
構

成
員
で
、
そ
の
過
半
数
が
市
内
在

住
、
在
勤
、
ま
た
は
在
学
②
市
内

に
活
動
拠
点
を
持
ち
、
か
つ
市
内

で
活
動
し
て
い
る

対
象
経
費
　
○
講
師
の
謝
礼
・
交
通

費
○
チ
ラ
シ
な
ど
印
刷
代
、
用
紙

代
、
消
耗
品
代
○
会
場
使
用
料
、

機
材
借
上
料
、
原
材
料
費
○
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
料
、
郵
送
料
○
５

万
円
未
満
の
備
品
購
入
費
な
ど

対
象
外
経
費

○
団
体
の
経
常
的
な

運
営
維
持
管
理
経
費
○
団
体
構
成

員
に
対
す
る
人
件
費
、
謝
礼
、
飲

食
費
な
ど
○
５
万
円
以
上
の
備
品

購
入
費
○
そ
の
他
、
補
助
が
適
当

で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
経
費

事
業
実
施
期
間

４
月
１
日
〜
翌
年

３
月
31
日(

継
続
が
必
要
な
場
合

は
、
連
続
し
て
２
年
を
限
度)

補
助
限
度
額
／
補
助
率

限
度
額
は
、

１
年
目
15
万
円(

対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内)

、
２
年
目
10
万
円

(

対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内)

※
対
象
事
業
費
10
万
円
以
上
の
事
業

募
集
期
間

４
月
１
日(

木)

〜
５
月

31
日(

月)

申
し
込
み

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
ホ

ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぬ
ま
た
ん
家
」へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1

８
４
４
４
へ
。

10
月
１
日
に
全
国
一
斉
に
国
勢
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
国
勢
調
査
は

５
年
に
一
度
、
日
本
国
内
に
住
む
す

べ
て
の
人
や
世
帯
を
対
象
に
実
施
す

る
調
査
で
す
。
市
で
は
、
調
査
に
従

事
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
企
画
課
政
策
調

整
係
1
内
線
３
２
２
３
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

募
　
　
集

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
補
助
金
の
対
象
事
業
を
募
集

国
勢
調
査
の
調
査
員
を
募
集

老
神
温
泉
大
蛇
ま
つ
り

吹
割
の
滝
開
き
並
び
に
安
全
祈
願
祭

◆産学共同研究費補助金制度
工業技術の研究や開発に要する費用の一部を助成します。

対象事業者 市内に事業所があり、１年以上事業を営んでいる中小企業者、

各種中小企業団体で、県内の高等教育機関や公設試験研究機関と共同で

研究や開発を行う事業者

補助対象事業 ◇先端技術や新技術、新製品などの研究開発◇生産工程の

合理化、製品の高付加価値化などの研究開発

補助対象経費 ◇大学など高等教育機関への委託研究に要する経費◇原材

料や副資材の購入費、機械装置、工具・器具の購入費◇試作、改良や借

用、修繕に要する経費◇外注加工に要する経費◇工業所有権の導入や出

願などに要する経費

補助額 補助対象経費の３分の１の額(予算の範囲内を限度)、国や県の類似

補助事業を受けている場合はその金額の２分の１の額
◆若年層トライアル雇用支援奨励金制度
国の実施する若年者トライアル雇用事業に取り組んだ市内中小企業者に

奨励金を支給する制度です。

対象者 沼田公共職業安定所に求職登録している15歳以上40歳未満の市内

在住者

奨励金 １人につき１カ月当たり12,500円(１事業所５人を限度とする)

申請 所定の申請書に必要書類を添付し、国の支給決定通知書日から30日

以内に
◆地域産業技術改善費補助金制度
新製品や新技術の開発に要する費用の一部を助成します。

対象事業者 市内に事業所があり、１年以上事業を営んでいる中小企業者、

または市内の各種中小企業団体

補助対象経費 開発に要する経費で、◇原材料や副資材の購入に要する経

費◇構築物の購入、建造、改良、据え付け、借用や修繕に要する経費◇

機械装置、工具・器具の購入、工業所有権の導入や出願などに要する経

費◇外注加工に要する経費◇技術指導の受け入れに要する経費

補助額 補助対象経費の３分の１の額(予算の範囲内を限度)、国や県の技術

改善費補助金を受けている場合はその金額の２分の１の額

新製品・新技術の認定 群馬産業技術センターで審査

申請 申請書に所定の書類を添付し、来年２月25日(金)までに
◆離職者等雇用企業奨励金制度
リストラなどで離職した、市内在住の中高年者や障害がある人を雇用し

た事業者に奨励金を支給する制度です。

対象者 市内在住で、◇リストラや解雇などにより失業を余儀なくされた

45歳以上60歳未満の人◇障害がある人(身体障害者・知的障害者福祉法、

精神保健法に基づく)

奨励金 １人につき15万円(障害がある人は17万５千円)

※１事業所45万円を限度

申請 所定の申請書に必要書類を添付し、離職者などを雇い入れた日から

30日以内に

申し込み／問い合わせ先 商工観光課工業振興係1内線３２５５



元
気
な
沼
田
を
つ
く
る
た
め
に
、

市
民
活
動
の
現
状
を
知
り
、
そ
の
中

か
ら
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
役
割
や

協
働
の
必
要
性
な
ど
を
み
ん
な
で
楽

し
く
自
由
に
話
し
合
い
ま
す
。
高
崎

経
済
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
、
魅
力

あ
る
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

４
月
13
日(

火)

・
20
日(

火)

午
後
７
時
〜
９
時

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

ホ
ー
ル

テ
ー
マ

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！
ぬ
ま
た

ん
家

講
師

高
崎
経
済
大
学
准
教
授
　
櫻

井
常
矢
さ
ん

対
象
者

市
民
活
動
に
興
味
の
あ
る

人
定
員

50
人(

先
着
順)

申
し
込
み

４
月
８
日(

木)

ま
で
に

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー「
ホ
ッ
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ぬ
ま
た
ん
家
」へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
セ
ン
タ
ー

1
�
８
４
４
４
へ
。

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
い

た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

18
歳
以
上
の
市
民
で
男

女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ
る
人

任
期

５
月
か
ら
計
画
策
定
ま
で
の

お
お
む
ね
１
年
間

募
集
人
数

若
干
名

応
募
期
間

４
月
５
日(

月)

〜
20
日

(

火)(

20
日
の
消
印
有
効)

応
募
用
紙
の
設
置
場
所

市
役
所
受

付
、
東
原
庁
舎
な
ど

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

応
募
方
法

応
募
用
紙
を
交
流
推
進

課
へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送

詳
し
い
こ
と
は
、
交
流
推
進
課
協

働
推
進
係
1
内
線
７
６
２
１
２
へ
。

木
造
住
宅
を
対
象
に
無
料
で
耐
震

診
断
者
を
派
遣
し
、
耐
震
診
断
を
行

い
、
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
一
戸
建
て
住
宅
、

ま
た
は
併
用
住
宅(

住
宅
部
分
の

床
面
積
が
２
分
の
１
以
上)

②
平
屋

建
て
、
ま
た
は
２
階
建
て
③
在
来
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募
　
　
集

あ
り
そ
う
で
な
か
っ
た
よ
ろ
ず
談
義

(

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ)

木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
委
員
募
集

使用済み天ぷら油などは、バイオディーゼル燃料(ＢＤＦ)にリ
サイクルされ、軽油の代替燃料として利用されています。市内で
は、利根沼田地域ボランティアセンター(1�１７６０)が、14カ
所で回収を行っているほか、次の市有施設でも回収をしています。
回収場所 市役所本庁舎／東原庁舎／白沢町・利根町振興局／
利根町振興局出張所／本庁管内各地区公民館／市内小中学校
(黄色い旗が目印)
※市内小中学校の回収場所は、児童、生徒およびその保護者が
対象です。一般の人は、学校以外へお願いします。油は、天
かすなどを取り除き、必ずネジ式のキャップのある容器(ペッ
トボトルなど)に入れてください

ガスの残ったスプレー缶などは、収集や処理のときに発火す
る可能性があり大変危険です。
ごみを出す時の注意事項 ◇スプレー缶は使い切るか、専用の
器具で穴を開け、完全にガスを抜いてから指定金属の袋で資
源の日に◇ライターはガスを使い切ってから、レジ袋やポリ
袋に入れ、燃やせないごみの日に◇未使用の花火は水で濡ら
してから燃やせるごみの日に

使用済み天ぷら油を回収しています

発火の可能性があるごみの出し方

環境生活課廃棄物係1内線７７３７３

軸
組
工
法
で
建
築

対
象
者

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
か

つ
居
住
者
②
市
税
の
滞
納
が
な
い

注
意
事
項

地
震
に
よ
る
倒
壊
の
可

能
性
を
診
断
す
る
も
の
で
、
耐
震

改
修
方
法
は
判
断
で
き
ま
せ
ん

募
集
戸
数

先
着
30
戸

費
用

無
料(

耐
震
診
断
者
の
交
通

費
相
当
額
は
負
担)

用
意
す
る
も
の

印
鑑
、
住
宅
建
築

当
時
の
資
料(

確
認
通
知
書
、
平

面
図
な
ど)

募
集
期
間

４
月
１
日(

木)

〜
11
月

30
日(

火)

申
し
込
み

事
前
に
建
設
課
建
築
室
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
室
1
内
線
４

２
１
６
へ
。

募
集
団
地

県
住
宅
供
給
公
社
、
県

土
木
事
務
所
、
市
役
所
で
配
布
す

る
募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

入
居
資
格

現
在
住
宅
に
困
っ
て
お

り
、
親
族
と
入
居
す
る
予
定
の
人
、

ま
た
は
単
身
の
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人(

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す)

申
込
期
間

４
月
１
日(

木)

〜
15
日

(

木)

入
居
可
能
日

７
月
１
日(

木)

申
し
込
み

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

そ
の
他

入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定

※
一
部
の
住
宅
は
、
随
時
受
け
付
け

詳
し
い
こ
と
は
、
県
住
宅
供
給
公

社
1
０
２
７(

２
１
０)

６
６
３
４
へ
。

国
際
交
流
協
会
で
は
、
３
歳
か
ら

９
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
対
象
に
英
会

話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

５
月
か
ら
11
月(

８
月
を
除

く)

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
、
午
後

４
時
〜
４
時
45
分

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
４
階
ホ
ー
ル

申
し
込
み

４
月
14
日(

水)

午
前
10

時
か
ら
国
際
交
流
協
会
へ

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

定
員

各
ク
ラ
ス
20
人(

先
着
順)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
会
事
務
局

(

企
画
課
内)

1
内
線
３
２
２
３
へ
。

65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

体
力
向
上
の
た
め
の
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
体
力
づ
く
り

を
し
た
い
人
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き

６
月
か
ら
12
月
ま
で
の
毎

週
火
曜
日(

計
24
回)

、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員

40
人

申
し
込
み

高
齢
福
祉
課
介
護
予
防

係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
４
３
へ
。

家
で
気
軽
に
続
け
ら
れ
る
運
動
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
運
動
を
始
め
た
い

人
や
う
ま
く
続
け
ら
れ
な
い
人
は
参

加
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

①
４
月
26
日(

月)

②
５
月
27

日(

木)

③
６
月
24
日(

木)

、
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

※
運
動
制
限
指
示
が
な
い
人

募
集
人
数

35
人

受
付
開
始

４
月
５
日(

月)

〜

詳
し
い
こ
と
は
、
健
康
課
保
健
係

1
内
線
７
６
２
０
３
へ
。

と
き

５
月
14
日(

金)

〜
16
日(

日)

内
容

沼
田
音
頭
、
沼
田
天
狗
ば
や

し
、
黒
船
音
頭
の
披
露(

祭
典
会
場)

定
員

30
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費

１
万
５
０
０
０
円

申
し
込
み

４
月
12
日(

月)

ま
で
に

商
工
観
光
課
観
光
リ
ゾ
ー
ト
係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
３

２
５
４
へ
。

県
営
住
宅
入
居
案
内

キ
ッ
ズ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

健
康
運
動
教
室

「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
」春
コ
ー
ス

「
下
田
市
・
黒
船
祭
」参
加
者
募
集

は
つ
ら
つ
教
室(

主
に
筋
力
ト
レ

ー
ニ
ン
グ)
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市
で
は
、
環
境
問
題
を
考
え
る
場

と
し
て
、
夏
と
冬
に
星
空
観
察
会
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
観
察
会
で
星
座

の
解
説
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
環
境
生
活
課
環

境
係
1
内
線
７
７
３
７
２
へ
。

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の

保
護
者

と
き

８
月
８
日(

日)

〜
11
日(

水)

※
長
崎
市
滞
在
中
に
被
爆
地
の
様
子

や
被
爆
者
へ
取
材
を
し
、
取
材
記

録
を
も
と
に「
お
や
こ
記
者
新
聞
」

を
発
行
し
ま
す

定
員

全
国
で
９
組
18
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費

長
崎
市
へ
の
交
通
費
、
宿

泊
代
、
取
材
補
助
費
を
支
給

申
込
方
法

は
が
き
、
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
小

学
校
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保

護
者
名(

性
別
と
押
印)

、
平
和
を

願
う
ひ
と
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入

し
、
左
記
申
込
先
へ
。
当
選
者
に

は
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
可

申
込
期
限

５
月
10
日(
月)

当
日
消

印
有
効

申
込
先

日
本
非
核
宣
言
自
治
体
協

議
会
事
務
局(

〒
８
５
２

８
１
１

７
長
崎
市
平
野
町
７

８)

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1
０

９
５(

８
４
４)

９
９
２
３
、
ま
た
は

http://w
w
w
.nucfreejapan.com

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
相
談
や

悩
み
ご
と
の
あ
る
人
は
、
特
設
相
談

所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
予
約
は
不
要

と
き

４
月
29
日(

木)

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

相
談
室

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
1

２
５
１
８
へ
。

県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
が

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。相
談
は
、

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す

と
き

５
月
12
日(

水)

午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

相
談
室
ほ
か

相
談
科
目

整
形
外
科
・
義
肢
修
理

相
談
内
容

補
装
具
給
付
要
否
判
定

・
身
体
障
害
者
に
関
係
す
る
各
種

の
相
談

※
重
度
の
障
害
で
来
場
が
困
難
な
場

合
は
、
訪
問
も
可
能
で
す

用
意
す
る
も
の

印
鑑
、
身
体
障
害

者
手
帳

申
し
込
み

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

７
２
６
８
へ
。

募
　
　
集

星
空
観
察
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説

者
募
集

相
　
　
談

子
ど
も
の
人
権
特
設
相
談
所

身
体
障
害
者
の
巡
回
相
談

「
親
子
記
者
」参
加
者
募
集

ふれあい福祉センター

５月の休館日
3．10．17．24．31日
1 23 ３４９７

ふれあい福祉センター健康相談
と　き ４月13日(火)・５月12日(水)

午前10時～11時30分
内　容 血圧測定・握力測定
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保健ガイド ５月

健康課保健係1内線７６２０２、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町市民課保健福祉係1内線３３、利根町市民課保健福祉係1内線４３

問い合わせ先：

種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所対　象　者　な　ど

５月13日(木)

５月28日(金)
５月６日(木)
５月14日(金)

５月12日(水)
５月10日(月)
５月15日(土)
５月24日(月)
５月31日(月)

５月13日(木) 午前10時～10時30分

午前10時～正午
午後１時～３時30分
午前10時～正午

午前10時～11時30分

午前８時30分～11時30分

午後１時15分～２時15分

午後０時45分～１時
(予約制：定員16人)

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時30分

午前９時30分～11時

午後１時～１時45分

利根保健福祉センター

市役所市民ホール

利 根 町 振 興 局
川 田 公 民 館
市役所市民ホール

保健福祉センター

保健福祉センター

月曜日～金曜日
（年末年始・祝日を除く）

こあらクラブ
２歳児歯科相談

４ カ 月 児
10 カ 月 児
１歳６カ月児
３ 歳 児
エンゼルクラブ
わんぱくクラブ
２歳児歯科相談

全地区。体脂肪率、血圧測定など

16歳～69歳(65歳以上の人は、60～64
歳の間に献血経験がある人に限ります)

健
康
診
査

育
児
相
談

健康
診査

育児
相談

■対象：全域

■対象：本庁・白沢町管内

■対象：利根町管内

妊娠届出書を持参してください

生後３カ月から90カ月未満

対象：初めて出産を迎える妊婦
申込期間：4月5日(月)～5月7日(金)

５月11日(火)
５月25日(火)
５月20日(木)
５月13日(木)
５月７日(金)

５月28日(金)

平成21年12月19日～平成22年１月31日生まれ
平成21年７月１日～７月31日生まれ
平成20年９月23日～10月16日生まれ
平成19年１月25日～２月12日生まれ
乳児(１歳未満)
幼児(１歳以上)
平成20年４月・５月生まれ

乳幼児
５月の２歳児歯科相談はお休みです

５月の健康診査はお休みです

旧
新
治
村
布ふ

施せ

の
千
手
院

せ
ん
じ
ゅ
い
ん

か
ら
始
ま
り
、
沼

田
・
旧
白
沢
村
・
旧
利
根
村
な
ど
を
通
り
片
品

村
の
土つ

ち

出い
で

大だ
い

円え
ん

寺じ

を
打
ち
納
め
と
す
る
、
沼
田

横
堂(

道)

の
札
所
は
、
一
説
に
元げ

ん

和な

元(

一
六
一

五)

年
に
創
設
と
も
さ
れ
、
利
根
沼
田
全
体
を
巡

る
観
音
信
仰
の
旅
の
経
路
で
あ
る
。
そ
の
24
番

目
が
上
古
語
父
に
あ
る
池
野
入
観
音
堂
で「
古

語
父
山
　
月
も
影
さ
す
池
の
入
　
深
き
ち
か
い
に

我
も
ら
さ
す
な
」の
ご
詠え

い

歌か

が
詠
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
、
古
色
豊
か
な
お
堂
が
公
孫
樹

い
ち
ょ
う

や
ケ

ヤ
キ
の
木
立
に
囲
ま
れ
た
静
寂
の
中
に
残
り
、

堂
内
に
像
高
26
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
総
高
50
セ

ン
ト
メ
ー
ト

ル
の
十
一
面

と
馬
頭
の
見

事
な
観
音
像

が
重
厚
な
お

厨
子
の
中
に

安
置
さ
れ
て

い
る
。
観
音

堂
の
本
尊
は
、

十
一
面
観
音

と
い
わ
れ
る

が
、
地
元
で

は
馬
頭
観
音

を
祭
る
と
の

こ
と
で
、
縁

日
は
旧
暦
の

３
月
18
日
と

10
月
18
日
と

い
う
。
観
音

像
の
お
厨
子

の
左
に
安
産
、

子
授
け
、
縁

結
び
、
子
育

て
、
そ
し
て
、
婦
人
病
の
息
災
ま
で
女
性
に
は

心
強
い
神「
淡
島
さ
ま
」の
像
が
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
ん
で
い
る
。
住す

み

吉よ
し

大だ
い

神じ
ん

の
妃
神

き
さ
き
が
み

で
あ
っ
た

淡
島
神
は
、
病
の
た
め
門も

ん

扇せ
ん

に
乗
せ
ら
れ
海
に

流
さ
れ
、
紀
州

き
し
ゅ
う

の
加か

太た

に
流
れ
着
い
た
。
妃
神

は
悲
し
み
の
中
、
紙
び
な
を
作
り
、
そ
の
中
に

病
を
託
し
海
に
流
し
た
。
婦
人
病
に
苦
し
む

人
々
を
救
う
誓
い
を
立
て
、
淡
島
神
社
を
開
い

た
か
ら
で
あ
る
。
妃
神
が
流
れ
着
い
た
日
が
３

月
３
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
日
が「
ひ
な

祭
り
」の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
波
状
の
小

船
に
乗
る
池
野
入
観
音
堂
の
像
は
、
正
に
妃
神

を
表
す
も
の
で
貴
重
な
姿
で
あ
る
。

沼田市文化財調査委員
金井 竹徳

沼
田
横お

う

堂ど
う(
道)

24
番
　

池い
け

野の

入い
り

観
音
堂

か
ん
の
ん
ど
う

と
淡
島

あ
わ
し
ま

さ
ま

(

白
沢
町
上
古
語
父)

歴史
ぬ ま た

探 訪 45
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